
国語科における生徒の「主体性」を
引き出す授業づくりに向けたリーフレット

内容面

□ 題材の読み取りが学習活動の中心で、生徒の主体的な表現等が重視され

た授業が行われていないこと。例えば、生徒への発問にしても、答えの

幅が狭く、一問一答に近い場合が多い。

方法面

□ 教員主導の知識の伝達型授業が中心で、一から十まで説明してしまうこ

と。特に話し合いや論述などの「話すこと・聞くこと」、「書くこと」

の領域の学習が十分に行われず、指導方法の蓄積が少ない。

これらは「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導

要領等の改善及び必要な方策等について（答申）（中教審第197号） 平成

28年12月21日」でも同様のことが指摘されており、平成30年告示学習指導要

領において、科目構成の改善が行われるとともに、各科目の各領域における

授業時数が示されることになった。（例えば、「現代の国語」の授業時数の

うち、「話すこと・聞くこと」、「書くこと」は７割程度。

「主体性」を引き出す授業づくりをする上での課題

国 語
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上記課題を解決するために必要だと考えられること

□ 題材の読み取りだけでなく、知識や技能を活用して、主体的に思考・判

断・表現する言語活動を重視すること。

□ 「話すこと・聞くこと」、「書くこと」の領域の学習において、生徒の

考えを引き出すワークシートを生徒の学習到達度に応じて作成すること。

そうすることで、

 授業で扱った題材を読み取ることだけでなく、他の題材や資料を読み

取ったり、表現したりすることにつながる。

 自分の考えを整理し、可視化することによって、つまづきに気づくこと

や振り返りをすることも容易にできるようになる。

 生徒同士の協働が生まれ、様々な考えに触れることができ、学習効果の

高まりが期待できる。

 「学び方を学ぶ」ということにもつながる。



● 主体的な言語活動を重視したパフォーマンス課題

『羅生門』を題材に、『今昔物語集』との比較を通して、作品の主題に

ついて考察し、根拠とともに述べることを目標にパフォーマンス課題を

課した。生徒が設定した主題は、大きく三つのパターンに分類すること

ができた。

（Ⅰ）「心情の変化」「下人の葛藤する心」など、心情面について問題

とするもの

（Ⅱ）「善悪の判断基準の難しさ」「追い詰められた状況での悪事は許

されるのか」など、善悪や道徳を問題とするもの

（Ⅲ）「人間の生きることへの執着心」「客観的に物事をとらえること

の大切さ」など、人間の性質や価値観を問題とするもの

「思考・判断・表現」の評価では、着目した根拠をそのまま素材として

主題を抽出すれば（Ⅰ）のようなパターンになり、そこに生徒が自分な

りの解釈を加えて主題を設定するに従って、（Ⅱ）や（Ⅲ）のような

パターンへと深化していくことが明らかになった。つまり、主題の違い

は、生徒の「読みの深さ」の違いなのであり、この「読みの深さ」の違

いを見取ることができるように、判断基準を設定するとよいのではない

かと考えられる。

課題解決に向けた具体的な実践例
国 語
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●「書くこと」の領域の単元において、自分の考えを引き出すワークシート❶

文章を書く場合、「自分のいいたいこと」を伝えることが大切です。相手に伝えるためには自分のいいた
いことをしっかり書くのですが、その際に「なぜそうなのか」の「理由」を示さないと、わかりにくい文章
になってしまいます。そこで、今回は「型」を使って、理由の示し方を練習します。

①あなたは、犬と猫のどちらが好きですか。②～④の作業をしながら、あなたの考えを文章に

しよう。

②まずは、自分の好きな方を決めて、次の□に書き入れよう。

③次に、なぜそれが好きなのか、「理由」を10個考え、思いついた順番に書こう。

④この中から三つを選んで、実際に原稿用紙に記入しよう。

国 語
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●「書くこと」の領域の単元において、自分の考えを引き出すワークシート❷

今回は、発想法です。感覚的な要素も含んでいますが、なるほどと思えれば、しめたもの。この方法を用
いると、自分がほんとうに「いいたいこと」を絞り込めるようになります。

①配付した写真を見て、気づいたことや考えたことなどを10項目挙げてみよう。

どんなことでもかまいません。とにかく順番に10項目挙げることがポイントです。

②前半の５項目の理由を使うことについて、（メリット・デメリット）を挙げてみよう。

③後半の５項目の理由を使うことについて、（メリット・デメリット）を挙げてみよう。

目的や理由を明記するこ
とで、これからの学習の
ねらいを理解することが
できます。

ここで基本の「型」を身
につけます。
生徒の学習到達度に応じ
て、「型」の示し方を調
整します。

前半に挙がった理由は、
多くの人が気づきやすい
という点に、
後半に挙がった理由は、
個人の感覚によるが独自
性があるという点に気づ
かせます。



国 語
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●「書くこと」の領域の単元において、自分の考えを引き出すワークシート❸

ワークシート❶❷で、理由の選び方を考えてきました。今回は、これまでの知識を使って、「相手に

応じて」最適な理由を選ぶということを練習します。

①ワークシート❶の「犬（猫）を好きな理由」と「型」を使って、「あなたの友人」に伝える文章を

作ろう。

②なぜその理由三つを選んだのか、選んだ理由を説明しよう。

③ワークシート❶の「犬（猫）を好きな理由」と「型」を使って、「初めて話す人」に伝える文章を

作ろう。

④なぜその理由三つを選んだのか、選んだ理由を説明しよう。

● ワークシートを応用した考査問題例

問１ あなたは来年、遠足で行くとしたら奈良と京都のどちらが良いですか。どちらかを選択し、

その理由を10個挙げなさい。

問２ 問１で挙げた「理由」の中から三つを選び、「友人」に伝えるための文章を作成しなさい。

ただし、文章は次に示した例と同じ型を使用し、解答欄に従って書くこと。

《例》私が遠足で行きたいのは、［ 京都 or 奈良 ］である。

理由は三つある。

一つめは、［ 理由A ］。

二つめは、［ 理由B ］。

三つめは、［ 理由C ］。

だから私は、 ［ 京都 or 奈良 ］に行きたいのである。

問３ 問２で使用した理由について、なぜその三つを選んで文章を書いたのか。説明しなさい。

目的や意図、相手に応じて、
文章全体を整えたり、自分
の文章の特長や課題を捉え
直したりできるようにしま
す。

文章の巧拙だけでなく、本単
元で身につけるべき資質・能
力が身についているかを見取
るようにします。

生徒の学習到達度に応じて、
「型」の示し方を調整します。



□ 主体的な言語活動を重視したパフォーマンス課題を評価する際、「思考

・判断・表現」については、主題の違いを「読みの深さ」として評価す

ることができた。一方、「主体的に学習に取り組む態度」については、

明確な基準を設定しにくかったことから、再度単元計画を振り返り「粘

り強さ」や「学びを調整する力」がよく表れている場面を再検討した。

その結果、何度も主題について考えることが「粘り強さ」で、他者との

意見交換を通して自分の不十分な点・矛盾点等に気づくことが「学びを

調整する力」であると再確認した。これらの「力」が形として最も表れ

ているのは、最後に主題を書くワークシートではないかと考えられる。

総括的評価として、主題を書くワークシートと振り返りシートの記述を

総合的に評価することが「主体的に学習に取り組む態度」のよりよい評

価に繋がるのではないかと考えられる。

□ 自分の考えを引き出すワークシートについては、これまですべてのワー

クシートを評定の材料にしていたが、生徒の理解度が授業毎に分かり、

つまづきに気づくことができるメリットはあるものの、教員の「評価疲

れ」を軽減するためには形成的評価と総括的評価に分けて考える必要が

あると考えられる。

生徒の成果物や実践の振り返りから
考えられること

国 語
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地理歴史・公民科における生徒の「主体性」を
引き出す授業づくりに向けたリーフレット

「主体性」を引き出す授業づくりをする上での課題

地 理
歴 史
公 民

1

●入試等に向けて教科書の内容を網羅的に取り扱い、知識を覚えることを

中心に授業が行われていて、課題を追究したり解決したりする活動を取

り入れた授業が十分に行われていない。

●授業において、プリントの空欄に新出語句を埋めさせることや、いわゆ

る一問一答形式の発問をすることが多い。

●各科目、各単元での育成をめざす資質・能力があまり具体的にイメージ

できていない。特に「主体的に学習に取り組む態度」の観点の評価につ

いて理解が深まっていない。

教科書の範囲、
全部やらなきゃ！

主体的に学習に取
り組む態度って、
どんなところをど
うやって見取るん
だろう？

江戸時代の最期の
将軍は誰？



●生徒が自分の考えを答えるような発問をしたり、自分の考えを

まとめるようなプリントの工夫をしたりすること。

●生徒が学んだことを生活の中で生かすことができるようにする

こと。

地 理
歴 史
公 民
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上記課題を解決するために必要だと考えられること

今も続いている地域
紛争や戦争には、ど
ういった背景がある
のだろうか？

法の意義や役割って
何？

大きな町の近くに大
きな河川があるのは
なぜだろう？

●単元の集大成として生徒が主体的に課題の解決に取り組むよう

なパフォーマンス課題を取り入れてみること。

江戸時代はなぜ終
わったのか？



●課題解決に向けて教科として話し合ったこと

・生徒の「主体性」を引き出すために、パフォーマンス課題等を使って授業を実施するなら、

どういう点に留意すればいいのだろうか。

地 理
歴 史
公 民
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課題解決に向けた具体的な実践例

「本質的な問い」

・「～とは何か？」と概念理解を尋ねたり、「～するには、どうすればよいか？」

と構想を尋ねたりする問い。

・個別の知識の再生にとどまらず、「見方・考え方」を働かせざるを得ない問い。

「永続的理解」

・大人になって個別事象の知識やスキルの詳細を忘れ去ったとしても、なお残っているべき

であるような重要な理解。

・学問の中心にあり、新しい状況に転移可能なもので、生活場面など様々な状況において価

値をもつような理解。

単元の目標設定に際して、育成をめざす「見方・考え方」を「本質的な問い」に対応した

「永続的理解」の形で明確化する。そして、パフォーマンス課題に取り組む過程を通じて

目標とする資質・能力が適切に身に付いたかを評価する。

【実践例 日本史】 単元 「幕藩体制の確立」
○単元における「本質的な問い」

戦国時代から江戸時代にかけて支配体制はどのよう
な要因で変化をしていくのか。どうすれば、安定的
な社会をつくることができるか。

○パフォーマンス課題例

あなたは４代将軍家綱の代にタイムスリップしてそ
の時代の老中と入れ替わりました。江戸幕府による
支配体制が安定して長く続いていくためにどのよう
な予算を考えますか？家光の時代までに起こった出
来事を予算編成の根拠にして作成してください。ま
た、その際には21世紀で起こっている類似する出来
事を例にしながら他の老中が納得するような説明を
してください。

「パフォーマンス課題」

・さまざまな知識やスキルを総合して使いこなすことを求めるような複雑な課題。



●パフォーマンス課題の実践

□単元の指導と評価の計画

・科目 「倫理」

・単元 「日本の仏教思想」

・単元の目標

【知識・技能】
日本における仏教思想発展の意義を理解し、その知識を身に付けて
いるとともに、仏教思想が日本人の自然観・生活等に及ぼした影響
に関する資料を収集し、適切に活用できる技能を身に付ける。

【思考・判断・表現】
日本文化の発展と仏教との関わりを多面的・多角的に考察し、その
過程や結果を様々な方法で表現できるようになる。

【主体的に学習に取り組む態度】
日本において独自の発展をした仏教の特質を意欲的に探究しようと
する態度を養う。

・単元の評価規準

地 理
歴 史
公 民
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知識・技能【ａ】
思考・判断・表現

【ｂ】
主体的に学習に取り組む

態度【ｃ】

日本における仏教思
想発展の意義を理解
し、その知識を身に
付けているとともに、
仏教思想が日本人の
自然観・生活等に及
ぼした影響に関する
資料を収集し、適切
に活用できる。

日本文化の発展と仏教
との関わりを多面的・
多角的に考察し、その
過程や結果を様々な方
法で表現している。

日本において独自の発展
をした仏教の特質を意欲
的に探究しようとしてい
る。

時 学習内容
評価の観点 主な評価規準

（評価方法）ａ ｂ ｃ

第１時

○仏教の受容

外来宗教である仏教の移入と展開について学習

し、神仏習合した宗教の在り方を考える。

◎

【ａ】日本における仏教思想発展の意義を理解

し，その知識を身に付けている。

［ペーパーテスト］

第２時

○仏教の日本的展開－鎌倉仏教

鎌倉新仏教の宗教思想の特徴を理解する。

親鸞の「自然法爾」や道元の「修証一等」に共

通する、日本人の人生態度について考える。

◎

○

【ａ】日本における仏教思想発展の意義を理解

し，その知識を身に付けている。仏教思想が日

本人の自然観・生活等に及ぼした影響に関する

資料をWebページ等から収集し活用している。

［ペーパーテスト］

【ｂ】日本文化の発展と仏教との関わりを多面

的・多角的に考察し、その過程や結果を様々な

方法で表現している。

［ワークシート］

第３時

（本時）

○仏教と日本文化

仏教的な伝統文化や美意識の形成を理解し、自

らの考えを持つようになる。

◎

○

【ｂ】仏教思想が日本人の自然観・生活等に及

ぼした影響に関する内容を理解し、適切に説明

できる。

［ワークシート］

【ｃ】日本において独自の発展をした仏教の特

質を意欲的に探究しようとしている。

［ワークシート］

・単元の指導と評価の計画

○…形成的評価（記録に残す評価） ◎…総括的評価（指導に生かす評価）



・本時の目標

｢仏教は日本人にどんな美意識をもたらしたか」について考察し、自らの考えを持つ。

・本時（第３時）の学習過程

地 理
歴 史
公 民
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時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点
評価規準

（評価方法）

導入
10分

・前回の授業の振り返りと本時の目標の
確認をする。
・仏教思想の受容と日本人の美意識につ
いて、仏教が日本の文化や文芸の形成に
大きな影響を与えてきたことを理解する。

ワ ー ク シ ー ト を
使って、いろは歌、
徒然草などの作品
にふれ、日本人の
美意識を具体的に
イメージできるよ
うにする。

展開
30分

【パフォーマンス課題】
「平家物語を読んで、鑑賞文を書こ
う！」

・『平家物語』の冒頭を読み、仏教思想
に基づく日本的な美意識がどのように表
現されているかを解説する鑑賞文を作成
する。

感想文と鑑賞文の
違いをはっきりと
理解させる。

各 自 、 ク ロ ー ム
ブックからファイ
ルにアクセスし鑑
賞文を入力させる。

【ｂ】仏教的な用語
や世界観について説
明し、仏教的な美意
識についての解説も
できている。［ワー
クシート］
【ｃ】

鑑賞文の作成に、粘
り強く取り組んでい
る。［ワークシー
ト］

まと
め
10分

・本時の学習の振り返りを行う。
・他の生徒の鑑賞文を読み、自分の鑑賞
文との合致点、相違点などを考える。

鑑賞文をクラス全
体で共有できるよ
うにする。

仏教思想の単元のまとめとして、仏教思想が日本の文化・
芸術に大きな影響をもたらしたことを学びます。その上で、
その知識を活用して、他教科で既習の古典作品（『平家物
語』冒頭）の鑑賞文（×感想文、×訳文）を書くことに挑
戦します。仏教的な見方・考え方を身につければ、身の周
りにある日本の文化・芸術の中にかくれた仏教思想に気付
くなど鑑賞力が深まることを体験的に分かってほしいと考
えて、今回のパフォーマンス課題を設定しました。

今回のパフォーマンス課題は、平家物語のどの部分に仏教思想が表
れているのかを考え、判断し、それを鑑賞文と言う形で表現するこ
とにより、「思考・判断・表現」の視点について評価しました。
（知識を覚えるのではなく活用する力、物の見方・考え方を習得し、
それを適用する力を育てる。）



□生徒による成果物

＊「おおむね満足できる」状況（Ｂ）

「シンプルな鐘の音も儚く散っていくような響きで美しい。
沙羅双樹の花の色のように人間もいつか色褪せる。長く続か
ず、いつかは代わり、消え果てる。いつか消え果てるのが今
日であっただけで、塵のように儚く散っていく。夢の中のよ
うだといっている。

４行全てに形あるものはいつかは無くなってしまうという仏
教思想が組み込まれており、その中にも春の夜の夢のごとし
のような、儚くも美しいといった無常観なども見られ、どん
なものもいつかは消えてしまうのだから、平家も滅んでし
まったという筆者の考えが見られる。」

＊「十分満足できる」状況（Ａ）

「まず、最初の２文では、平家の没落を仏教の考え方に例え
て話している。これは祇園精舎などの、仏教用語を使ってい
ることからも見られる。そして、残りの文では、最初に栄華
は長く続かないことを書いて、その後の文で、それを風や夢
のように移ろいやすいもので例えている。そのように例えた
理由は無常観という美意識から来ている。つまり作者は、滅
びゆく平家にも美しさを感じていた。

平家が滅んでいくとき静かに成仏してもらえるように鐘を鳴
らし、たとえきれいな花でもいつかは枯れる勢いがあっても
そのままだと衰退していくことを表し、だんだん衰退してい
く姿を見て儚さと同情を感じる。だけど枯れた後にもどこか
美しさを感じ滅んでしまった平家にもどこか美しさは残ると
表現されている。」

地 理
歴 史
公 民
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判断基準

「 十 分 満 足 で き

る」状況（Ａ）

「おおむね満足で

きる」状況（Ｂ）

「努力を要する」状況

（Ｃ）と判断された生徒

に対する指導のてだて

【ｂ】

仏教的な用語や世

界観について理解

し、説明すること

ができているうえ

に、仏教的な美意

識についての解説

もできている。

仏教的な用語や世

界観について理解

し、説明すること

ができている。

机間指導等を行い、他の

生徒の作品や活動を参考

にし、どのようにすれば

よいかを解決できるよう

促す。

評価規準

□「観点別学習状況の評価の判断基準」の設定

仏教思想に関する用語（諸行無常、無常観等）をよく理解
せず、使いこなせないまま書いた鑑賞文もありましたが、
平氏の運命と諸行無常や無常観を結び付けることができて
いたり、さらに滅びゆくことに美しさや愛おしさを感じる
感性（仏教的な美意識）との関連にまで言及できているも
のがあったりして、主体的に取り組んでいる様子がうかが
えました。



地 理
歴 史
公 民
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今回のパフォーマンス課題では、解釈したり関連付けしたりしようとしているか
といったことも見取ることができるのでは！

鑑賞文提出後に、倫理で学んだ知識をもとに作品を鑑賞するという課題をしてみ
てどうだったかを生徒自身に振り返ってもらう（倫理を学ぶ意味にかかわるメタ
な問いをする）ことで、学んだ知識をどのように使えるかを考えさせることもで
きるのでは。またそれを「主体的に学習に取り組む態度」として見取れるので
は！

鑑賞文提出後に、日常に潜む仏教的美意識を探して報告するという課題を与えて、
日常生活で見聞きすることの中に、少しでも仏教的美意識との関連が見い出せそ
うなものがあれば、その理由（仮説でＯＫ）とともに提出させることで、探究的
態度を育てたり、育ったかどうかを見取ったりすることができるのでは！

□パフォーマンス課題を振り返って

この単元でどのような資質・能力を身につけさせたいか（永続的理解）、もっと具体的に明確にしてお
けば、「問い」や「ふりかえり」等の効果的な設定ができたのではないだろうか！

一枚ポートフォリオ（ＯＰＰ）や
振り返りシートの活用



●単元における「永続的理解」を明確にし、「本質的な問い」を設定する。

●単元の指導の計画において、「永続的理解」へと向かって学びがすすんでいく構造にし、「永続的理解」に到達しているかどうかを問う

ことをめざす。（学びの舞台の設定）

●学びの舞台において、パフォーマンス課題は、「思考力・判断力・表現力等」が身についたかどうかを見取ることを中心に据え、設定す

る。

●「主体的に学習に取り組む態度」をパフォーマンス課題によって見取る場合、以下のような機会や要素が組み込まれるよう工夫する。

・「最後の感想ではなく形成的な自己評価という意味での振り返りとそれをもとにした自己修正（自己調整）の機会」

・「その気になったら自らもっともっと深めたり広げたりできる要素」

・「新しく獲得した枠組み（社会科の概念）を用いて世の中を自分なりに捉える（理解を再構成する）ような機会」

・「継続的な努力を必要とする機会」

生徒の成果物や実践の振り返りから
考えられること

地 理
歴 史
公 民
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生徒の「主体性」を引き出すために、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業づくりとして、以下
の点に留意しながら「単元における指導と評価の計画」を作成する。

育成すべき資質・能力を明確にすることが、生徒が社会的な見方・考え方を働かせ、より主体的に課題解
決に取り組むパフォーマンス課題を工夫することにつながり、思考力・判断力・表現力等とともに主体的
に学習に取り組む態度を育み、その状況を見取ることができるのではないか。



数学科における生徒の「主体性」を
引き出す授業づくりに向けたリーフレット

□ 数学を用いて現実に起こる様々な事象を考えたりする機会が少なかった
り、様々な現象が数学を用いることによって説明できたりすることなど
を知る経験がなかったりすることなど、数学のよさを感じることができ
る機会が少ないこと。

□ 授業において、「教員が定理や公式の紹介をし、それらを用いて問題を
解く方法を示してから、生徒が練習問題に適用すること」や「学習した
ことを生徒ではなく教員が分類・整理してまとめること」といった教員
が教え込むスタイルが多く、生徒が自分で定理や公式を発見したり、学
習したことを分類したりする機会が少ない。

これらの背景には、

 教科書の内容をすべて確実に教えるためには、教員が教え込む必要があ
るといった考えがあったり、

 生徒がじっくり考えることができる時間を与えても、生徒が意図どおり
取り組まないのではないといった不安から、そういった時間を設けるこ
とに踏み切れないといった教員の固定観念や意識がある。

「主体性」を引き出す授業づくりをする上での課題
数 学

1（参考）学習指導要領解説ｐ26

数学的活動って言う
けれど、教科書の内
容とかけ離れたもの
だから難しい！

まず知識や技能が
定着してからでな
いとうちの生徒は
考えられないはず。

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、
論理的、統合的・発展的、体系的に考えること。

機会をつくるには数学的な見方・考え方を働かせた

『数学的活動』を充実させる。

事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，問題を自立的，
協働的に解決する過程を遂行すること。



そのような授業ができれば、生徒たちは数学を、

□主体的に（例えば、「考えてみたい」「どうにかしたい」
となっている、授業が終わっても考えている、自ら新たな問
題を考えている）

□対話的に（例えば、熱中して「ああでもない」「こうでも
ない」と説明し合って・議論していて気づいたらいつのまに
か時間が経っている）

□深く（例えば、没入して考えている、納得して「わかっ
た！」となっている）

学ぶことになり、『数学は（難しいけど）楽しい』、『数学は
学ぶ意義がある』などと実感する。

上記課題を解決するために必要だと考えられること

数 学

まず内容を教えて適用させる授業

事象を数理的に捉えることから始め、問題発見・解
決の過程を意識して資質・能力を育成していく授業
を実施すれば、生徒は数学を主体的に学ぶ！

2

このサイクルを繰り返していく！

（参考）独立行政法人 教職員支援機構 実現したい子どもの姿

ピクトグラムの一部

ではなく
ここだけに
なっていま
せんか？



数学科で探究を意識した授業とはどのよう
なものかを東京学芸大学高校探究プロジェ
クトのツールキット（動画）を参考にし、
意見交換した。

 学習指導要領では数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲの「２ 内
容」の最後に〔課題学習〕が規定されています。
⇒課題学習が１年から３年まで系統立てて実施する。

 学習指導要領解説には各内容にあわせて、課題学習の

例が示されています。

● 課題解決に向けて教科として話し合ったり確認したりしたこと

① 数学的活動とはどのようなものであるかという認識。

② 数学的活動を充実させることは、数学科における主体的・対話的

で深い学びの実現につながるということ。そのためには課題学

習は必要不可欠であること。

③ 課題学習としてパフォーマンス課題を単元のどの部分に取り入

れ、そこに至るまでにどのように生徒の力を育成するようにして

いくべきかということ。

④ 大学入学共通テストでは生徒が探究している姿を会話文の形で問

うており、日々の授業における探究を大切にしてほしいという授

業改善のメッセージが込められているため、授業デザインの参考

にしていくべきだということ。

課題解決に向けた具体的な実践例

数 学

3

リアルな文脈の中で、様々な知識やスキルを応用・
総合しつつ何らかの実践を行うことを求める課題

（参考）独立行政法人大学入試センター
『令和４年度共通テスト本試験（１月15日・16
日）、数学Ⅰ・数学Ａ』



評価・改善のために、まずは生徒が目標を自分で設定し、自分
の理解度を自分で理解し、自分なりの学習方法を確立していく
力を育てることとしています。
⇒本来はこういった言葉を目標や評価規準に記載したい。

この実現のために、図形のもついろいろな性質が、
個々ばらばらなものではなく、互いに論理的に関
連していることに気付かせたり、コンピュータな
どの情報機器を用いるなどして統合的・発展的に
考察させたりする活動などを実施します。

府立寝屋川高等学校 全日制の課程 １年生の実践事例

単元の指導と評価の計画

科目名：数学Ａ

内容のまとまり：図形の性質

単元名：三角形の性質、円の性質

１ 単元の目標

（１）三角形及び円に関する基本的な性質について理解する。【知識及び技能】

（２）図形の構成要素間の関係や既に学習した図形の性質に着目し、図形の新た
な性質を見いだし、その性質について論理的に考察したり説明したりする
ことができる。【思考力、判断力、表現力等】

（３）事象を図形の性質の考えを用いて考察するよさを認識し、問題解決にそれ
らを利用しようとしたり、粘り強く考え数学的根拠に基づき判断しようと
したりする。問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善し
たりする。【学びに向かう力、人間性等】

２ 単元の評価規準

知識・技能【ａ】 思考・判断・表現【ｂ】 主体的に学習に取り組む態度【ｃ】

三角形及び円に関する基本

的な性質について理解して

いる。

図形の構成要素間の関係

や既に学習した図形の性

質に着目し、図形の新た

な性質を見いだし、その

性質について論理的に考

察したり説明したりする

ことができている。

事象を図形の性質を用いて考察する

よさを認識し、問題解決にそれらを

利用しようとしたり、粘り強く考え

数学的根拠に基づき判断しようとし

たりできている。問題解決の過程を

振り返って考察を深めたり、評価・

改善したりしようとしている。

4

数 学

（例）
・角の二等分線の性質
・三角形の５心の性質
・チェバの定理
・メネラウスの定理
・・・・

この実現のためには、三角形の性質について、面積比と線分比の関係を用いてチェバの定理
が成り立つことや、平行線の性質や三角形の相似などを用いてメネラウスの定理が成り立つ
ことを見いだし、論理的に考察したり説明したりさせる活動などを実施します。

例えば、△ABCにおいて各

辺の中点、各頂点から対辺

に下ろした垂線の足、各頂

点と垂心を結ぶ線分の中点

の９つの点が同一円周上に

あること（９点円）を描画

ソフトで確認し、どんな性

質があるかを調べてみる。



３ 単元の指導と評価の計画の一部（全12時間）

時 学習内容・活動
重
点

記
録

主な評価規準（評価方法）

第１時
「線分における内
分と外分について
考えよう」。

知

• 線分を内分・外分することができる。【知】（観
察）

• 数直線上の内分点・外分点を求められる。【知】
（観察）

第２時

「角の二等分線の性

質を利用して線分の

長さを求めよう」

知
思

• 内角の二等分線と外角の二等分線に関する定理を使

い、辺の比を求められる。【知】（観察）

• 定理の証明を班で協力して考察し、他者へ説明する

ことができる。【思】（発表）

第３時

「三角形における辺

を内分・外分する２

つの定理について考

えよう」

（メネラウスの定

理・チェバの定理）

知
• 定理を理解し、辺の長さや辺の比を求められる。

【知】（観察）

第４時
～

第６時
（本時）

「三角形の五心につ

いての性質を理解し

よう」

知
思
主

〇

• 三角形の五心の性質を理解している。【知】（観

察）

• 三角形の五心に関する証明をすることができる。

【思】（観察）

• 実際に五心を示すことができ、新たな性質を考察す

ることができる。【思】（授業プリント）

• 問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評

価・改善したりしようとしている。【主】（授業プ

リント）

5

数 学

※『知識・技能』と『思考・判断・表現』の観点における総括的評価は、定期考査においても行う。
※振り返りシートの記述は、『主体的に学習に取り組む態度』の総括的評価の材料とする。

• 単元を通してできるだけ、問題解決の場を
設定し、生徒が自ら問題に挑戦したいとい
う気持ちを持てるような題材や発問をあら
かじめ計画します。
⇒ただし、こういった計画が分かるよう
に「主な評価規準」の欄に記載するこ
と（例えば発問やそれに対しての生徒
の反応を記載すること）が必要

• ここでは三角形の性質のまとめとして第６
時に課題学習を実施した。第６時に至るま
でには形成的評価にして生徒の知識・技能
を伸ばすことに専念しています。



時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法）

５分

導入

• ４人班をつくる。

• 作業の流れについての説明を聞く。

• 三角形の五心を正確に説明する。

• ワークシートを配付する。

• 生徒が行う作業の流れを説

明する。

• 数学的に正しい表現で説明

できるように指示する。

• 実測による値は多少の誤差

が生じることについては許

容する。

• 五心を数学的に説明で

きる。（観察・発問）

【知】

20分

展開

≪ワークシートに沿って進める≫

• 担当する三角形を決める。

• 紙の三角形を切り出す。

• 外心・重心・内心・垂心を示す折

り方を班で考える。

• きれいに、大きく切り出す

ように助言する。

• 五心の位置を予想し、

それらの性質に基づい

てその位置を示すこと

ができる。（観察・

ワークシート）【思】

第６時の展開
（１）本時の目標

• 三角形の外心・重心・内心・垂心の意味や既にそれらの性質として学んだこ
とが成り立っているかどうかを確認できる。さらに、外心・重心・垂心が同
一直線上に存在することを理解し、そこから内分比を推測することができる。
【思考力、判断力、表現力等】

• 事象を図形の性質の考えを用いて考察するよさを認識し、問題解決にそれら
を利用しようとしたり、粘り強く考え数学的根拠に基づき判断しようとした
りできる。【学びに向かう力、人間性等】

（２）本時の評価規準
• 実際に紙で作った三角形を折って調べることを通して、作図の方法や今まで

に学んできた三角形の五心の性質を再確認し、さらに外心・重心・垂心が同

一直線上にあり、どのように内分されているかの予想を立てることができる。
【思考・判断・表現】

• 問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとす
る。【主体的に学習に取り組む態度】

（３）本時の学習過程

6

数 学

• 実際に教具（ここでは折り紙）に触って試して考えるな

かで、生徒の興味・関心を引き出す体験型の数学的活動

を実現。（ハンズオン・マス）

• コンパスと定規を用いる作図よりも、折り紙による作図

のほうが優れている点は、各辺の垂直二等分線や内角の

二等分線等（折り目）が簡単に引けるところである。

• 例えば、内心を求めるためには三角形の３つの頂点の角

を二等分するように折り目をつける。そしてその３つの

折り目の交わる点が内心になる。



①振り返りの視点として
どのようなことができるようになったか。
わからなかったことや課題として残ること
この探究を終えて次に考える「問い（問題）」は何か 等

②正三角形や直角三角形だったらどうなるのかをレポート課
題として考えさせる。 7

数 学

時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法）

展開

20分

• 重心によって線分がど

のように内分されるか

を測って調べ、実測値

を班で共有する。

• 爪楊枝を用いて、重心

でバランスが取れるこ

とを確認する。

• 五心のうち同一直線上

にあるものを調べ、班

で共有する。

• 同一直線上にある五心

の距離の比を測って調

べ、どのような性質が

あるか推測する。

• Jamboardで実測値を共有させ

る。

• 重心が中線を2：1に内分する

ことを確認させる。

• 重心が示せた班に爪楊枝を配

付する。

• Jamboardで実測値を共有させ

る。

• 実測値の整理や発表する人を

班で決めさせる。

• 同一直線上にある五心と

その距離の比について予

想が立てられる。（観

察・授業プリント）

【思】

発表

10分

• 実測した数値や予想さ

れることなど、班ごと

にまとめたことを発表

する。

• 各班が発表する内容を指示す

る。

まと

め

5分

≪本時のまとめについて

確認する≫

• 振り返りシートを記入

する。

• オイラー線について説明をす

る。 • 問題解決の過程を振り

返って考察を深めたり、

評価・改善したりしよう

とする。（授業プリン

ト）【主】

Ｑ：三角形に示した「心」のうち同一直線上に存在するのはどれか。また、
同一直線上にある「心」の距離を計測しなさい。また、計測したものを
班の人と共有し、それぞれの距離の比を求めよ。

★この問いでも生徒は考えていたが、全員が同じ２：１と答えるこ
とになった。同一直線上にあることや比の値も含めて五心にどん
な性質があるのかを問うことでプロセスも評価することができた
のではないか。



実践の振り返りから考えられること
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数 学

① 時は18世紀。数学者であるあなたは、友人
から左図が記された手紙をもらいました。手紙
には、「３角形の心が見える」と添えてありま
した。点O、G、Hは三角形のどんな点でしょう
か？学習した方法で作図をして説明しましょう。

② あなたは数学者として、単に点の性質を見つ
けるだけでは面白くないと考え、点O、G、Hの
関係を考えて、返事をすることにしました。３
つの点はどのような関係にあるでしょうか？関
係について、作図や測定などを使って、予想と
それに至る説明を記しましょう。数学的な証明
を返事として添えるとさらに相手は喜ぶでしょ
う。

今回の実践を、生徒の主体性を引き出す課題により
近づけるなら、以下の６点を意識すると真正性が高く
なり、生徒に生きて働く学力を身に付けさせるととも
に、学習の意義を感じさせることができる。
 何がパフォーマンスの目的か？
 （学習者が担う）役割は何か？
 誰が相手か？
 想定されている状況は？
 生み出すべき作品は何か？
 評価の観点（成功のスタンダードや規準）は？

• パフォーマンス課題の作成にあたり以下の観点が必要であることがわ
かった。

①「単元」で最も育成したい資質・能力とはどのようなものかを明確に
する。

②①の資質・能力が身に付いたかどうかを確認するための評価規準を具
体的に考える。

③①の資質・能力が発揮されるパフォーマンス課題のシナリオを考える。

⇒そのためにも単元のまとまりを見通して、指導と評価の計画を充実さ
せる必要がある。

• 大学入試問題をはじめ、円の性質を含む単元のすべての知識を問える
ようなパフォーマンス課題を作ることは難しかったが、パフォーマン
ス課題を入れる場所としては適切であった。

• 数学Ａの「証明」や「作図」などは問いと答えの間に長さあったり、
体験が伴うため、「思考・判断・表現」や「主体的に学習に取り組む
態度」を評価することになじみやすい。

• 生徒の立場に立って授業を構想することがどれだけ大切であるかとい
うこと。生徒の学びがどうなるのかという視点で授業がつくられるよ
うになってくるとより探究的な学びが実現できると考えられる。

• 探究的な学びは、今後の学習に生きる。そのため教員の視点で言えば
他の内容に時間をかけずに済むし、生徒は獲得する知識や技能が増え、
自立した学習者へと向かうと考えられる。

【神戸松蔭女子学院大学 大下卓司 准教授の指導助言を基に作成】



理科における生徒の「主体性」を
引き出す授業づくりに向けたリーフレット

理 科

1

□ 理科内でも科目の専門によって授業づくりが分業されてしまっており、
「理科として」どのような資質・能力を身に付けさせたいのか、とい
う思いを校内で共有することが難しい。

□ 生徒たちが時間をかけて「自由に研究に取り組むこと」が「探究活動」
であると考えている。

□ 知識を網羅的に教え込むことが重視され、授業時間にゆとりがないと
いう理由で生徒が観察、実験を行う機会を確保することが難しい。

□ 理科において育成をめざす資質・能力の中でも、「科学的に探究しよ
うとする態度」とは具体的にどのようなものかのイメージが持ててい
ない。

検証計画の
立案

観察・
実験の
実施

結果の
処理

考察・
推論

表現・
伝達

課題・
仮説の
設定

自然現象
に対する
気付き

「主体性」を引き出す授業づくりをする上での課題



身近な事物・現象をどのようにとらえているかを把握す
るための「見取り」

例：空中を飛んでいるボールにはたらく力を図示させて
みると…

「ボールが飛ぶ」現象を運動の３法則で説明できるよう
になった後に自らのとらえ方の変容を振り返らせる。

理 科

2

□ 各単元における「本質的な問い」とは何か、また、それをもとに単元全
体をヤマ場に向かってどのように構成するか、そしてそれを解決したと
きに身に付いているはずの「探究するために必要な資質・能力」とはど
のようなものか、などを教員どうしでよく議論すること。
⇒ 指導法の良し悪しではなく本当に生徒に身に付けさせたいことは何

かということの意思疎通ができる。

□ 探究の過程を通じた生徒の成長の姿を、教員どうしが科目の専門を越え
てよく共有し合うこと。
⇒ 「問題が解けたかどうか」だけではなく、探究している姿から評価
規準を設定することで、育成をめざす具体的な生徒の姿について、共
通事項を見出すことができる。

□ 知識を網羅的に教え込むことよりも、生徒たちが主体的に学びに向かう
しかけを積極的に取り入れることを意識すること。
⇒ 授業時間を効率的に使えるだけでなく、協働によって生徒の学習効

果が高まり、また「学び方を学ぶ」ということにもつながる。

□ 小学校からの理科としての学びと、身近な事物・現象に対する自身のと
らえ方との関わりを、常に生徒が意識できるようにするために、「見取
り」を活用する。
⇒ 単元の冒頭で行う「見取り」は、小学校や中学校の内容についてど

のような誤解をしているか、身近な事物・現象をどのようにとらえて
いるか、などを把握したうえで、単元の終盤で、生徒たちが自らの学
びや成長を振り返る材料として活用する。

ma=F 振り返り

知らず知らずのうちに身に付いている誤概念の例
「ボールが飛んでいくのは、ボールを押し
ている力があるから・・・？」

上記課題を解決するために必要だと考えられること
と期待される効果

探究の過程を通じた生徒の成長の姿を、科目の専門を超
えて教員どうしが共有

生徒たちが主体的に学びに向かえるようにするしかけ
・答えが１つではない課題に班で取り組ませる
・短時間でも実施可能な観察、実験を工夫する
・探究の過程の一部でもよいので活動として取り入れる



理 科
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●課題解決に向けて、教科として話し合ったこと

①科学的に探究しようとする態度の具体について

②生徒たちが主体的に学びに向かうしかけについて

③単元を通して身に付けさせたい資質・能力を見取るための「単元を

貫く本質的な問い」について

課題解決に向けた具体的な実践例

単元「物質量とその変化」の指導計画について
教員どうしの話し合いの例

Ａ：物質量の単元で『本質的な課題』って何ですかね。本当に悩みに悩み続けているん
です。

Ｂ：やっぱり『ツブツブ感（粒子的概念）』をいかにとらえさせるかですよね。その理
解が一番大事。

Ｃ：中学校でも原子分子のモデルは学習しているはず。でもやっぱり『見えない』『数
が多い』っていうのは認知的な壁だと思います。

Ｄ：理論的な側面が先行しがちな分野なので、実験を取り入れる場面が難しいですよね。
Ｂ：私は「お米」や「小豆」のような身近な素材や、なじみのある現象からどのように

『ツブツブ感』が形成されていくかを重視したいです。
Ａ：それだけで量的関係まで理解できますかね、化学の学習として化学反応式の理解ま

ではやっぱりいかないと。
Ｄ：探究の過程でいうと、「自然現象からの気づき」や「仮説の設定」、「量的関係の

分析」など、同じ単元でも教員によって強調したい場面が違うんですよね。
Ｃ：生徒たちもそれぞれに合った学び方があるはずだから、「自らの学びをデザインす

る」ことまでできたら本当の探究なんですよね。

「見えない」「数が多
い」という認知の壁をど
のようにすれば克服させ
ることができるだろう？

化学反応における物質と
その量的関係を、物質の
質量や気体の体積、含ま
れる粒子の数の観点で、
生徒が説明できるために、
単元をどのように構成す
ればよいだろう？



●化学基礎における実践事例

単元の指導と評価の計画

内容のまとまり：物質の変化とその利用

単元名：物質量とその変化

１ 単元の目標

（１）物質量と粒子数、質量、気体の体積との関係について理解する。

「mol」という新しい単位の取り扱い方を身につけ、原子の質量（小さい値）や物質

の質量・体積（大きい値）等を比較できる。【知識及び技能】

（２）化学反応式が化学反応における物質とその量的関係を表すことを見いだす。

「mol」を活用し、物質の質量やその気体の体積、含まれる粒子の数などを比較し、

その量的な関係を表すことができる。【思考力、判断力、表現力等】

（３）身近な物質の変化における量的・粒子的な関係について、科学的に探究しようと

している。【学びに向かう力、人間性等】

２ 単元の評価規準

理 科

4

知識・技能【ａ】 思考・判断・表現【ｂ】
主体的に学習に取り組む態度

【ｃ】

日常的に取り扱っている単位の

書き換えができている。

新しい単位であるmolと質量・

体積・粒子の数との関係を理解

し、比較・変換をすることがで

きている。

化学反応式が化学反応における

物質とその量的関係を表すこと

を見いだして表現している。

化学反応の量的関係に関する探

究活動に主体的に関わり、見通

しをもったり、振り返ったりす

るなど科学的に探究しようとし

ている。

この単元を通して
「探究できる生徒
に な っ て ほ し
い！」という思い
を目標に込めます。

「 探 究 す る 生
徒」の姿を具体
的にイメージし
て作成します。

同じ単元であっても教員によって、重視したい探究の過程は異な
るので、育成したい資質・能力や、それを身に付けていく成長の
過程をどのように見取るかについてあらかじめ議論したうえで、
重点項目を決めることが重要です。

正確に実験操作を行うことができるようになって
ほしい。
（「観察・実験の実施」の過程を重視）

反応物の量を変えると結果がどう変化するかを予測
したりしながら、物質量の概念を身に付けてほしい。
（「仮説の設定」「考察・推論」の過程を重視）

グラフや表をもとに、理科的な見方・考え方を働か
せて、実験結果を分析・考察したり、表現したりす
ることができるようになってほしい。
（「考察・推論」「表現・伝達」の過程を重視）

化学反応の量的関係の観点から合理的な実験計画
を立てることができるようになってほしい。
（「検証計画の立案」の過程を重視）



３ 単元の指導と評価の計画（全７時間）

理 科
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時間 ねらい・学習内容
重
点

記
録

主な評価規準
（評価方法）

第１時
第２時

〔ねらい〕
問いへの探究活動と実習を通して
物質量の概念を理解する。
〔学習内容〕
グループ実習・実験
１００粒ずつの大豆・小豆・米を
使った思考課題に取り組む。

思
主

〇

【b】（実習レポート）
実際に測ることのできる粒子と、
できない粒子の関係性について思
考している。
【c】（振り返りシート）
化学反応と化学反応式について、
中学校で学習した内容をもとに分
からないことを調べたり、新たな
疑問を立てたりしている。

第３時

〔ねらい〕
実習結果をもとに相対質量の本質
的な理解へとつなぐ。
〔学習内容〕
用語の確認、相対質量と同位体と
の関係、分子量計算の練習を行う。

知

【a】（小テスト）
簡単な分子量計算から物質量と他
の単位との書き換えができている

第４時
（本時）

〔ねらい〕
水素の発生実験を通じて、物質量
と体積の関係を学ぶ。
〔学習内容〕
金属と塩酸による水素の発生実験
を行う。

思
〇

【b】（実験レポート）
中学での学習を踏まえて、金属と
酸との反応から発生した気体が何
であるか推測することができる。

第５時

〔ねらい〕
模型を使いながら化学反応式の作
り方を学ぶ。
〔学習内容〕
分子模型を使った化学反応式の考
察を行う。

知

【a】（観察）
化学反応を式で表すことについて
理解している。

第４時を単元の「ヤマ
場」と位置づけ、第１
時から第３時の学習内
容を活用して探究活動
に取り組むことができ
ているかについて、探
究活動への取組み、観
察及び実験レポートの
記述から見取ります。

単元の冒頭で、中学校
の学習内容（原子と分
子、化学変化とは何
か）を理解できている
かを確認します。それ
を通して、化学変化に
関する誤概念がないか
を把握できるようにし
ています。

導入時に、粒子的なとらえ方をゆさぶる問いを生徒に提示。解
決に向けて、生徒が自らの学び方で探究活動を進めることがで
きるようにします。
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４ 第４時の展開
（１）本時の目標

水素の発生実験を通じて、物質量と体積の関係を見いだす。
（２）本時の評価規準

中学での学習を踏まえて、金属と酸との反応から発生した気体が何であるか推
測することができる。

（３）本時の学習過程

時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法）

５分

導 入

課題
「近い将来、水素の販売利益は年
８兆円になると言われている。企
業の研究員として効率良く、水素
を生み出し、利益につなげるため
に必要な知識・技能とはどのよう
なものか？入社試験で問われてい
ると想定して考えてみよう。」

実験準備
実験の流れを理解する。
班によって異なる実験条件を確認
する。

提示した課題の解決に
向けた実験のねらいを、
生徒が正しく把握でき
るようにする。

班ごとに0.2mLごとに量
の異なる連続４種類の
塩酸の量で発生気体量
を比較できるようにす
る。

実験条件をどのように制御す
ればよいかを思考する場面を
設けるなど、課題解決に向け
て生徒が主体的に取り組むこ
とができるように工夫しまし
た。

時間 ねらい・学習内容
重
点

記
録

主な評価規準
（評価方法）

第６時
第７時

〔ねらい〕
化学反応の量的関係についての
理解を深め、それらを活用して、
チョークの主成分である炭酸カ
ルシウムの含有率を導く方法を
考える。
〔学習内容〕
炭酸カルシウムと塩酸による二
酸化炭素の発生実験を行う。

思
主

〇

【b】（実習レポート）
量的関係の観点から合理的な実
験計画を立てることができてい
る。
【c】（振り返りシート）
学んだことを振り返り、量的関
係を身近な現象に生かそうとし
ている。

粒子的な視点が単元
を通してどのように
変化したか、学習し
たことを日常生活に
生かそうとしている
かを確認します。
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時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法）

３０分

展 開

実験
・二股試験管に塩酸と亜鉛片を
それぞれ入れ、ゴム管付の栓を
する。
・水槽に水を張り、メスシリン
ダーを満水の状態で沈める
・メスシリンダー内にゴム管を
入れ込み、メスシリンダーを立
てる。
・二股試験管内で塩酸と亜鉛片
を反応させ、発生気体を水上置
換法で捕集する。
・捕集が完了したら発生した気
体の体積を記録する。
・４種類の塩酸の量で発生気体
量を比較し、グラフ化する。

１０分

まとめ

考察とまとめ
・グラフから気付くこと、考え
られることを班で話し合う。
・導入で提示したミッション
「効率よく水素を回収しよう」
の課題解決のために必要な知
識・技能とはどのようなものか
について考える。

・記録した実験結果を
もとに、正確にグラフ
化できるようにする。

５分

後片付け

後片付け
・実験廃液の廃棄方法等に気を
つけて後片付けをする。

完成したグラフをもとに、
導入時に提示された課題の
解決に向けて、考察を行い
ます。

※「知識・技能」と「思考・判断・表現」の観点における総括的評価は、定期考査にお
いても行う。

※ 振り返りシートの記述は、「主体的に学習に取り組む態度」の総括的評価の材料と
する。

班によって塩酸の量を変え、クラスで１つのグラフを作成することを
通して、より生徒が主体的に探究活動に取り組むことができるように
しました。

発
生
し
た
水
素
の
体
積

加える塩酸の
体積



生徒の成果物や実践の振り返りから考えられること

理 科
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中学で扱った観察・実験や身近な素材・現象を探究の課題として取り上げ、
単元の冒頭で行う「見取り」により、小学校や中学校の内容の理解度や、身
近な事物・現象をどのようにとらえているか、などを把握できる。また、そ
れによって単元の終盤で生徒たちが自らの学びや成長を振り返る材料として
活用することができた。

同じ単元でも、教員によって探究の過程のうち「自然現象からの気づき」
や「課題の設定」、「検証計画の立案」など、強調したい場面が異なる。そ
れは、その単元における探究を通して、生徒にどのような資質・能力を身に
付けさせたいかと深く関わるため、教員どうしでよく議論し、単元全体をデ
ザインすることが重要である。

生徒が「もっと知りたい」「謎を解き明かしたい」と思える題材を取り上
げたり探究の場面を設定したりすることで、生徒が主体的に自らの学びをデ
ザインしていく姿が見られた。

探究をグループで行う以上、そのパフォーマンスの成果はグループ単位で
あらわれる。グループの中で、個人のパフォーマンスをどのように引き出す
か、またそのパフォーマンスをどのように見取ることができるかについて、
今後検討する必要がある。

期待した成長や反応が見られた
かどうかを把握し、よかったと
ころは生徒に還元し、支援が必
要な場合は次時や次の単元の指
導に生かすようにすることが重
要です。

「反応しきる量がわからないときは、とにかくどちらかの量を過剰にすれば
よいんだね。この考え方って、他の実験をするときにも使えそうだね」

「グラフのふるまいを、中学校のときに習った分子のモデルで説明するとし
たらどう表されるか、考え直してみよう」

「方法を変えて、塩酸を加える量をもっと小刻みにしてみようよ」

「この後の授業では二酸化炭素の発生がテーマの実験もするって先生が言って
いたけれど、気体になったときの水素と二酸化炭素の体積って、そもそも何に
よって決まるのかな…？」

「塩酸の量が増えたら発生する気体の量も増え続けていくと予想していたけ
れど、途中からそうじゃなくなっているような気がするよ。予想が違ったの
かな？それとも操作に失敗があったのかな？」

主体的に取り組んでいる生徒の
姿や生徒の成果物をもとに、教
員どうしで、「探究する生徒の
姿」とはどのようなものかを再
度議論します。

５ 学んでいる生徒の姿



保健体育科における生徒の「主体性」を
引き出す授業づくりに向けたリーフレット

【科目体育】

□ 目標を明確にし、単元終了時のゴールイメージを生徒と共有できていないこ

とが多い。また、観点別学習状況の評価の３つの観点のうち、特に科目体育

における「主体的に学習に取り組む態度」とはどのようなものかについての

具体的なイメージが持てていない。

【科目保健】

□ 教科書の内容を教え込まないといけないという固定観念があり、学習活動が、

知識を伝達することに偏重している。

※右図では、「保健の学習は楽しい」高１ 49.3％ 高３ 45.1％

「保健の学習は大切だ」高１ 92.5％ 高３ 93.6％

保健の学習に関して、大切であるがあまり楽しくないと感じている生徒が多いという結果

からも、学習活動の内容に課題があると考えられる。

【共通】

□ 生徒の振り返りシートが、総括的評価を行うためだけの材料になっている。

「主体性」を引き出す授業づくりをする上での課題

保 健
体 育

1

平成29年 保健学習推進委員会報告書



【科目体育】

□ 教員が目標やゴールイメージを生徒と共有するようにし、その際、知識及び

技能に偏ることなく、３つの資質・能力についてどのような姿になってほし

いかを伝える。そのことにより目標やゴールイメージが明確になり、生徒は、

何を、どのように取り組めばよいのか、がイメージできる。また、科目体育

では、「学びに向かう力、人間性等」の指導内容が、学習指導要領に示され

ているので、この指導内容に即した目標が達成できたかを見取ることが重要

である。（右図１）

【科目保健】

□ パフォーマンス課題、ワークシート等の工夫し、身につけた知識を活用した

り、学習内容を自分事として捉えられたりする場面を設ける。そのことによ

り、これまで見られなかった生徒の変容を教員が把握することができる。

【共通】

□ ワークシート等での振り返り内容の全体共有や課題の提示、振り返る際に評

価規準を生徒と共有する。また、生徒が自己の変容に気付くことができるよ

うに、自己の取組みを振り返る場面を設定する。そのことにより、教員が単

元を通じた指導に生かしたり、生徒が次の学びに繋げたりすることができる。

（右図２）

上記課題を解決するために必要だと考えられること

保 健
体 育

2（図２）

平成30年告示学習指導要領解説保健体育編
体育編 P40 （図１）



課題解決に向けた具体的な実践例

保 健
体 育

3

（問）
授業で投げ技をするときに、あなたが気を付けたこと

は何ですか。自身が授業で工夫したことや仲間からのア
ドバイス、助言なども含めて自分の考えを具体的に答え
てみましょう。（思・判・表）

（判断基準）
・Ｂは自身の課題と解決法などについて書いている
・ＡはＢに加えて実際に交し合った友人とのアドバイ
スが入っている

・不十分はＣ

・単元末のみの振り返りでは、次の学習に生かすことが
難しい。

・単元の中頃に行う方が有効。

● 課題解決に向けて教科として取り組んだこと

（１） 保健体育科における「指導と評価の一体化」
目標やゴールイメージを生徒と共有すること、目標を達成するための学習

活動を設定し、指導したことを評価していく必要がある。
令和３年度に取り組んだ、観点別学習状況の評価の試行では、「思考・判

断・表現」の観点を見取るために、単元末に振り返りを行った（右図）。単
元末のみの振り返りであったため、生徒の変容を明確にしていくことができ
なかった。
右図のような振り返りを単元の中頃に一度行うことで、取組みの工夫やア

ドバイスを生かした生徒の変容を見取ることに繋がり、また、教員は、生徒
の振り返りシートの内容を授業に還元していくことができると考えられる。



保 健
体 育

4

科目体育における「学びに向かう力、人間
性等」の「公正」に関する事項を示してい
る。

目標とともに評価規準を生徒と共有するこ
とで、生徒のゴールイメージを具体的にす
ることに繋げる。

単元を通じた振り返りを行うが、評価に関
しては、振り返りシートの記述内容だけで
なく、単元を通じて継続指導したことで見
えてきた生徒の姿を観察で見取ることも必
要である。
継続指導の工夫として、柔道衣の着方につ
いて模範となる動画をGoogleクラスルーム
に投稿し、生徒がいつでも確認することが
できるようにした。生徒の振り返りシート
には、「帯の結び方について、何度も友だ
ちに聞いたり動画を確認して覚えるように
した。」という記述も見られ、生徒の単元
を通じて学習する姿が見て取れた。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（知）①柔道の基本動作や伝統的
な考え方について理解し、それぞ
れの動きのポイントについて、
言ったり書き出したりしている。
（技）①相手の状態に合わせて投
げることができる。
②相手の投げ技に合わせて受け身
をとることができる。

①自己や仲間の技術的な課題や
自身の体力を高めるためにその
課題解決に有効な練習方法の選
択について、自己の考えを伝え
ている。
②相手を尊重するなどの伝統的
な行動をする場面で、よりよい
所作について、自己や仲間の活
動を振り返っている。

①相手を尊重し，伝統的な行
動の仕方を大切にしようとし
ている。
②健康、安全を確保している。
③仲間と協力し合い、学ぼう
としている。
④授業での活動や日々の記録
を通して、自身が気づいたこ
とや考えたことを、学習に活
かそうとしている。

①柔道の基本動作や伝統的な考え方、技の名称や動きについて理解し、それぞれのポ
イントについて説明することができるようにする。(知識)
相手の多様な動きに応じた基本動作から、相手を崩して投げたり、連絡技を用いて
投げたりすることができるようにする。（技能）

②生涯にわたって運動を豊かに継続していくために、自己や仲間の活動を振り返った
り話し合ったりして課題を発見し、協力し合って課題に応じた取り組み方を工夫す
ることができるようにする。（思考力、判断力、表現力等）

③武道に自主的に取り組むとともに、相手を尊重し、礼法などの伝統的な行動の仕方
を大切にしようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとする
こと、自身の体力を高めようとすること、健康・安全を確保することができるよう
にする。（学びに向かう力、人間性等）

【評価規準】

【目標】

【１学期の振り返りの内容】

柔道の礼法や柔道着の着方などについて、授業中にあなたが意識していたことは何ですか？これま
での授業を振り返ってどの場面でどのように意識していたか、具体的に答えてみましょう。

目標を生徒と共有し、継続的に指導した上
で、見取りを行っています。

ポイント



（２） 科目保健における振り返り（シート）の活用

保 健
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【活用の趣旨】
生徒が、毎時間の学習内容を整理したり、疑問点を

挙げたりすることで、学びを次に繋げたり、深めたり
するために振り返りシートを活用した。
【活用にあたっての留意事項】
活用にあたっては、学習内容を生徒自身の実生活に

どれだけ落とし込めるかを意識しながら継続指導した。

「主体性」引き出す授業づくりにおいて、振り
返りシートを必ず活用することや生徒が毎時間提
出を行い、教員が毎時間評価を行うことが求めら
れているわけではない。
生徒が自らの変容を把握し、教員がその変容を

見取るための１つの手段として、振り返りシート
の活用があり、そして指導と評価の計画の中で、
どの場面で振り返りを行い、評価していくことが
適切なのかを、各学校の実態に応じて設定する必
要がある。

つまり、授業における生徒の振り返りを総括的
評価のためだけの材料にするのではなく、生徒が
学習内容を整理することで次の学習に繋げ、また
学習内容を自分事として捉えることができるよう
な振り返りシートの工夫や学習場面の設定が大切
である。

ポイント



保 健
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生徒の学びや疑問に対して、教員がコメントを記
載したり、次の授業で生徒全員に共有を行ったりす
ることで、生徒の学びを支援し、深めていくことに
繋げた。

実践では、生徒が学習内容を自分事として捉えるこ
とができるように継続して指導していたこともあり、
学習内容を生徒自身の生活や生徒の実体験、さらには
社会に対する課題などと結び付けることができている
ものが見られた。

振り返りシートへの生徒の記述



□ 指導と評価の一体化

「主体的に学習に取り組む態度」の評価は、「知識及び技能」、
「思考力、判断力、表現力等」を育成する過程で見取ることが考えら
れる。そのために、単元における指導と評価の計画を作成し、学習内
容、指導内容に適した評価方法を選択するとともに、いつ、何を評価
す るのか、 とい った評価 の場面 を精選する必 要 がある 。

□ 単元末の振り返りシート

振り返りシートについては、科目保健だけでなく、科目体育におい
ても活用されることが多い。科目体育における振り返りシートは単元
末に活用されることが多く、また実施している複数の領域及び種目で、
それぞれから異なった振り返りシートが配付されるため、生徒の負担、
またそれを評価する教員の負担が大きくなるので、活用場面を精選す
る必要がある。

生徒の成果物や実践の振り返りから
考えられること

保 健
体 育
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技能を習得する場面で、相手に対する「礼」を重んじる姿
勢を示している、柔道衣が乱れた際に、整えている、とい
う姿は、「公正」に関する事項として評価することができ
る。

【目標】

【評価規準】

武道に自主的に取り組むとともに、相手を尊重し、礼法な
どの伝統的な行動の仕方を大切にしようとすること、役割を
積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、自身の
体力を高めようとすること、健康・安全を確保することがで
きるようにする。（学びに向かう力、人間性等）

相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を大切にしようとして
いる。



■ 今後の展望

①科目体育における共通の振り返りシートの作成

「学びに向かう力、人間性等」の指導内容について、取り扱う領域
や種目で共通して指導する事項においては、共通する振り返りシート
や振り返り項目を用いるなどの工夫をする。それにより、指導の一貫
性や継続性を高めることに繋がると考える。そのための振り返りシー
トの項目を検討していく必要がある。

②科目保健におけるパフォーマンス課題の考案

生徒が学習内容を自分事として捉えていくための１つの方策として、
単元の中でのパフォーマンス課題の実施が考えられるため、パフォー
マンス課題の考案、実践を検討していく必要がある。

保 健
体 育
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芸術科(音楽)における生徒の「主体性」を
引き出す授業づくりに向けたリーフレット

□ コロナ禍の状況の中、これまで一定の成果が表れていた取組みの多くに

制限がかかったこと。

□ 従来の評価の４観点と学習指導要領改訂に伴う３観点との対応関係を十

分理解できていないこと。

□ 実技テスト中心の「取組みの最終段階」での「技能」の評価を行うこと

に重点がおかれていること

□ 生徒の学習状況を把握して適切な指導につなげること（「指導に生かす

評価」）が十分ではないこと。

「主体性」を引き出す授業づくりをする上での課題
特に歌唱を伴う活動では、今まで「主体性」を引き
出す授業の中心的存在であった「合唱」によるパー
ト練習や歌唱練習などを制限せざるを得なかった。

芸 術
音 楽

1

従来から芸術科（音楽）では「観点別学習状況の評
価」の取組みが充実していたにも関わらず、「何か
新しいことを始めなければいけない」という考えに
とらわれてしまった教員が多かった。

グループ単位で練習する際に、生徒が自身の課題に
気がつかないまま時間だけが経過してしまうケース
もあった。



□ コロナ禍前に戻すのではなく、コロナ禍で培った歌唱指導の工夫や一人一台

端末の活用などの効果的な指導については継続して実施すること

⇒「歌う時間は短くても曲とは長く向き合う」ことができる。

□ これまで実施してきた学習評価が、観点別学習状況の評価の観点【知

識・技能】、【思考・判断・表現】、【主体的に学習に取り組む態度】

のうち、どの観点に該当するのかを整理すること。

⇒これまでの評価の実践を生かすことができる。

□ 演奏の聴取から「できている」、「できていない」ということだけを評価す

る段階を超えた、題材の目標が実現されているかどうかを確認するための

「見取り」の充実

⇒３つの資質・能力のバランスよい育成につながる。

□ 実技教科の特性上、生徒たちの主体的な活動がメインで授業が展開され

ていく中で、途中経過を適切に見取り指導することによって、この題材

では「何ができるようになれば良いのか」が明確になり、生徒が「できた」

「わかった」ということを経験することによって、自らの感性を働かせなが

ら音楽を価値あるものとして実感できる。

上記課題を解決するために必要だと考えられること [歌の練習だけではなく、「きれいなハーモニーを
使って何を伝えますか？」の「何を」の部分を考える
といった音楽表現において大切なものを見つめ直す機
会をつくる。
また、実技テストなどは一人一台端末を活用して「自
分が一番納得のいく動画を提出する」という形式にす
ることによって、自分の実技を客観的に振り返ったり、
「粘り強く取り組む」態度を育んだりすることにつな
がる。

芸 術
音 楽
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題材の目標は伝えていると思うが、大きな題材になる
ほど生徒たちの活動の時間が長くなる。その活動の中
で「何ができるようになれば良いのか」を適切に見取
り指導することによって、生徒全員に確実に資質・能
力を身に付けさせることが重要である。

「指導と評価の年間計画（シラバス）」や題材の評価計
画等によって、評価方法や評価のポイント、評価の場面
を可視化することが重要である。[

一つの題材で必ずしも３観点を見取る必要はなく、
年間を通してバランスよく育成することが重要で
ある。[



● 課題解決に向けて教科として話し合ったこと

□ 従来から実践されている学習活動からどの部分を

充実すべきか

課題解決に向けた具体的な実践例

生徒たちは、この曲を学習する目的や目標をわかっ
ているかな？

芸 術
音 楽
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意見を出し合ったり、協力して音楽を創り上げたり、
歌唱表現の工夫を考える活動も取り入れることがで
きるよね！

「技能」がないと「表現」できないし、資質・能力
を一体的に身に付ける指導が必要だよね。

和声や強弱の変化に注目することによって、曲のイ
メージとして、例えば、何かの存在（やさしいか
ぜ）に気づき、『水芭蕉との出会い』をより印象深
く表すなどの歌詞と音楽の構造との関わりを学習さ
せることもできるね。

活動は充実していても、学ぶ側の生徒が「何かを学
ぶために歌う」や「何かを表現するために演奏す
る」ということを理解して取り組めるようにするこ
とが大事

《夏の思い出》学習活動

１

①尾瀬や水芭蕉の写真を見て情景を把握する。
②１番を階名で歌い、旋律の動きや曲の雰囲
気を把握する。

③歌詞を読んで、１番を歌詞で歌って「好き
な歌詞」を抜き出す。

④「はるかなおぜ」を中心に部分練習を行い、
旋律の動きに相応しい歌い方を考える。

⑤２番を歌詞で歌う。

２

①前時の振り返りを行う。
②歌詞の音読を行う。
③日本語の発音にふさわしい発声方法を練習
する。

④全員で合わせて歌う。
⑤「振り返りシート」に学習の成果を記入する。

さらに考えるとすれば…



● 課題解決に向けて教科として話し合ったこと

□ 従来から実践されている学習活動からどの部分を

充実すべきか

課題解決に向けた具体的な実践例

芸 術
音 楽
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《夏の思い出》学習活動

１

①尾瀬や水芭蕉の写真を見て情景を把握する。
②１番を階名で歌い、旋律の動きや曲の雰囲
気を把握する。

③歌詞を読んで、１番を歌詞で歌って「好き
な歌詞」を抜き出す。

④「はるかなおぜ」を中心に部分練習を行い、
旋律の動きに相応しい歌い方を考える。

⑤２番を歌詞で歌う。

２

①前時の振り返りを行う。
②歌詞の音読を行う。
③日本語の発音にふさわしい発声方法を練習
する。

④全員で合わせて歌う。
⑤「振り返りシート」に学習の成果を記入する。

この題材では「響きのある声で歌わせたい」のか、「音楽記号
の意味に沿った表現の工夫をさせたい」のか、「音楽記号と歌
詞の意味との関わりについて考えさせたい」のかがはっきりし
ません。
また、「観点別学習状況の評価」について考えたときに、それ
ぞれ３つの観点をどのタイミングでどのように評価するのか、
何を見取るのかがはっきりとしていません。

「これまで聴き取れなかった音が聴きとれた」、「これまででき
なかったことができるようになった」、「これまでわからなかっ
たことがよくわかった」、「“楽しい”と感じることができた」

⇒「できた！」や満足感を実感することのできる授業に

【そのためには】
□ 演奏中心の授業から、もう少し音楽と向き合う時間を取ったり、楽曲に

ついて考えることのできる内容を取り入れていく。
□ 【知識・技能】で一括りの評価をしていたが、改めて【知識】について

「何を理解するのか」を明確にして指導する。
□ 実技テストのみで 評価するのではなく、普段の取組み状況や態度など

も考慮していきたい。
□ 普段はよく出来ているが、テストになるとなかなか実力が発揮できない

生徒へのてだてを考えていく。



●府立高校での実践事例

題材：ベートーヴェンの交響曲第９番《An die Freude》を探究しよう

・題材の目標

（１）曲想と音楽の構造や歌詞との関わり、曲想や表現上の効果と音楽の構造との

関わりについて理解し、表現形態の特徴を生かして歌う技能を身に付ける。

（２）音色、リズム、旋律、テクスチュア、強弱を知覚し、それらの働きを感受し

ながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのように

歌うかについて表現意図をもつとともに、自分や社会にとっての音楽の意味

や価値を考えて聴く。

（３）混声合唱の響きを味わいながら歌うことや、曲想が歌詞の内容や作曲者の思

いなどによってもたらされていることを理解しながら、歌唱表現を創意工夫

することに関心をもち、主体的・協働的に歌唱や鑑賞の学習活動に取り組む

とともに、音楽に対する感性を豊かにし、音楽を愛好する心情を養う。

・題材の評価規準 芸 術
音 楽
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知識・技能【ａ】 思考・判断・表現【ｂ】 主体的に学習に取り組む態度【ｃ】

【知①】曲想と音楽の構造や歌詞と
の関わりについて理解している。
（歌唱）

【技】表現形態の特徴を生かして歌
う技能を身に付け、歌唱で表してい
る。（歌唱）

【知②】曲想や表現上の効果と音楽
の構造との関わりについて理解して
いる。（鑑賞）

【思①】音色、リズム、旋律、テク
スチュア、強弱を知覚し、それらの
働きを感受しながら、知覚したこと
と感受したこととの関わりについて
考えている。（歌唱・鑑賞）
【思②】どのように歌うかについて
表現意図をもっている。（歌唱）
【思③】自分や社会にとっての音楽
の意味や価値を考え、音楽のよさや
美しさ自ら味わって聴いている。

（鑑賞）

オーケストラの響きや混声合唱の響
きを意識しながら歌うことや、曲想
が歌詞の内容や作曲者の思いなどに
よってもたらされていることを理解
しながら、歌唱表現を創意工夫する
ことに関心をもち、主体的・協働的
に歌唱や鑑賞の学習活動に取り組も
うとしている。

音楽について、歴史的・文化的背景や曲想と音楽の構造と関

わりながら総合的に理解されることによって、音楽のよさや

美しさを深く感受できることをねらいとしています。

曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりを

理解するとともに、創意工夫を生かした表現

で歌うために必要となる技能を身に付け、楽

曲にふさわしい表現を工夫して合唱すること

を見取ります。



・題材の指導と評価の計画

芸 術
音 楽
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次 時 学習内容
主な評価規準
（評価方法）

１ １

◆クラシック音楽に親しむ
○楽曲について知る。
・交響曲第９番第４楽章を鑑賞する。
・楽曲の背景、歌詞の大意、音楽の構造について理解する。

【ａ】（ワークシート）
「交響曲第９番第４楽章」について曲想と音の構造との関
わり、曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わりについ
て理解している。

２

２

３

４

◆作曲家の表現意図を踏まえて、音楽を形づくっている要
素の働きを知覚し、表現を工夫する。

○《An die Freude》のパート練習
・パートごとにClassroomに配信している合唱練習用音源
を使用して譜読みをする。

・ドイツ語の発音、歌詞の意味を理解する。
・ドイツ語の発音（子音、ウムラウト等）、合唱表現にふ
さわしい発声法に注意しながら歌唱する。

【ｃ】（観察・ワークシート）
曲想が歌詞の内容や作曲者の思いなどによってもたらされ
ていることを理解しながら、歌唱表現を創意工夫すること
に関心をもち、主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組
もうとしている。

３

５

６

７

○《An die Freude》のパート練習
・音楽を形づくっている要素を知覚・感受して、楽譜で確
認しながら練習をする。

・個人でChromebookを用いて録音を行い、自分が一番良い
演奏と思うものを提出する。

【ａ】（録音の確認）
表現形態の特徴を生かして歌う技能を身に付けている。
【ｂ・ｃ】（観察・ワークシート）
自分の演奏の課題点を解決するために具体的な工夫を行い
改善しようとしている。

４
８

９

◆意見を出し合いながら、音楽表現を創意工夫する。
○全体練習
・正確な音程とハーモニー、音色、発音を意識して音楽表
現を深める。

・楽曲全体の曲の構成を考え、どのように演奏するのかを
試行錯誤する。

【ａ・ｂ】（観察・ワークシート）
・音楽を形づくっている要素とその働きについて知覚・感
受したことについて書けている。

・他のパートとの調和を意識したりしながら、自己のイ
メージをもって歌唱表現を創意工夫している。

５
10

11

◆意見を出し合いながら表現の工夫をし、楽曲を完成させ
る。

○実技試験
・グループでChromebookを用いて録音動画の撮影を行い、
Classroomの課題機能を使って提出する。

・録音、録画したものを全パートでつなぎ合わせた動画を
鑑賞し、自分たちの演奏を客観的に聴く。

【ａ・ｂ】（演奏の聴取）
適切な発声、発音、音程、強弱等を意識しながら、自己の
イメージを歌唱で表現している。
【ｃ】（ワークシート）
混声合唱の響きを意識しながら歌うことに関心をもち、主
体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。

・歌詞や旋律がもつ意味や作曲

者が曲に込めた思いなどをしっ

かりと理解する。

・それに相応しい表現方法を探究

する。

・自分の演奏を客観的に聴くこと

によって自分の課題を見つける。

・他者と意見交換することによっ

て更に表現の幅が広がることを

意識して計画しました。



●第７時（本時）の展開

（１）本時の目標

自分の演奏を録画録音することで何度も客観的に聴き、課題点を確認し改善するため練習を進めることができる。

（２）本時の評価規準

自分の演奏の課題点を解決するために具体的な工夫を行い改善しようとしている。

（３）本時の学習過程

芸 術
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時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点
評価方法

○形成的評価、●総括的評価

導入
５分

①本日の学習内容の確認
・ドイツ語の発音に注意し、音程、リズ
ム、発声、強弱に着目して歌う。

・自分の演奏を客観的に聴いてみる。

・本時の流れ、目標、録画録音の流れを
理解させる。

展開①
15分

②発声練習、発音練習
・前時までの発音のポイント等を確認し
ながら練習する。

③パート練習
・音程、リズム、発声、強弱に着目して
練習する。

・生徒が歌詞や発音と向き合い、より深
い学びを促すために歌詞の音読を課題
として設定する。

・旋律の動きを把握し、曲想にふさわし
い表現を工夫しながら、表現豊かに歌
う技の習得を図る。

○観察【知・技、主】

展開②
25分

④Chromebookを用いて録音を行い、自分
が一番良い演奏と思うものを提出する。

・まずは録音してみて、自分の演奏を客
観的に聴く。

・自分の演奏の課題点は何なのかを確認
する。

・どのように改善すれば良いかをワーク
シートにまとめる。

・各パート２人ずつの班に分かれ、班で
《An die Freude》を歌い録画録音を行う。
・録音動画で客観的に自らの演奏を聴く
ことで、ドイツ語の発音や音程、リズ
ム等を確認しながら、より良い演奏に
なるように試行錯誤を繰り返すように
促す。

・何度も取り直しが可能だと伝える。

○観察【知・技、主】

まとめ
５分

⑤試行錯誤した内容についてまとめる。 ・録音を客観的に聴いて課題を把握し、
その課題解決のための工夫を考えるこ
とが、より良い演奏につながることを
理解させる。

●録画録音動画、ワークシート
【思、主】
自分の演奏の課題点を解決する
ために具体的な工夫を行い改善
しようとしている。

一人一台端末は、アプリを活用した創作だ
けではなく、録音を活用した個人の実技テ
ストや「思考・判断・表現」を見取るため
のグループでのワークシートの共同編集な
ども行うことができる。また、Chromebook
での録画録音は、グループで歌っても自分
の声にフォーカスされて録音されるので、
評価の際も一人ずつの声を確認することが
できる。

生徒の主体性を引き出すためのアイデア

本題材で学習したことを授業内の発表だけで
留めるのではなく、TV番組の第九の動画投稿
企画に参加することで、生徒の意欲を引き出し、
オーケストラによる音楽の完成形を体感するこ
とができ、学びを深めることができる。



実践の振り返りから考えられること

芸 術
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（参考）ある府立高校での２学期の配点

題材 評価方法

評価の観点

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

歌唱

実技テスト 20 20

実技テスト 20 15 30

ワークシート 15

器楽
技能テスト 10

発表 30 30 50

創作
作品提出 20 20

ワークシート 20

合計 100 100 100

講座平均 64.7 62.4 60.8

●「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法から生徒のどのような
点（姿）を評価したか

→発表に向けてグループで意見交換ができているか、また、アイディアを受け

入れグループの演奏に活かそうとしているかを評価した。

●２学期の題材の「主体的・対話的で深い学び」を実現するアイデア

→ギターアンサンブルにおいて、ICTを活用し、それぞれ表現の工夫について

意見を出し合い、一つの音楽へとまとめる学習を行った。

→合唱において、各パート１人ずつの計３人でハーモニーを奏でる練習を

行った。Chromebookで録音を行い、録音したものをグループで聴き検証

を行い、どうすれば美しいハーモニーになるか考える学習を行った。

・グループワークとして、音楽表現が難しい箇所において、どのようにすれば解

決するかをお互いに話し合う機会をもった。話し合うことでより具体的な方法

が編み出されるなど、自らの考えや意見が音楽に還元される仕組みを作ること

で、より主体的に取り組むことにつながった。

・「主体的に学習に取り組む態度」は、この観点だけ切り取って評価するので

はなく、「知識・技能」「思考・判断・表現」の観点を踏まえて評価していく

べき。

・実技テストや発表だけで評価するのではなく、そこまでの過程で考えたり表現

を試みた内容も可能な限り評価していく必要がある。

・振り返りでの記述に「難しかった」「最初は無理だと思ったが練習を重ねるう

ちにできるようになった」「達成感があった」などの内容が多くあったので、

概ね課題設定や目標設定は間違っていなかった。

・テスト本番に失敗しても、その場での声かけがさらに自己評価や向上心につな

がっていることも生徒の記述から読み取れたため、丁寧な声かけが主体的な学

びにつながる。

生徒の主体性を引き出すためのアイデア

器楽（ギター）の題材では大きく前後半に
分けた。前半は、ギターの扱い方や奏法等
を学び、個人の技術を高める。後半は、学
習したギターを使用したアンサンブルに挑
戦する。前半では、右のチェック表を用い
て自分がどこまでの課題を終えたのかを
分かるように個人チェックを行った。初め
てギターに触る生徒にはちょうどいい課題
だが、経験者にとっては簡単な内容なの
で、自由課題も設定し、高度な曲にもチャ
レンジさせた。



芸術科(美術)における生徒の「主体性」を
引き出す授業づくりに向けたリーフレット

□ 完成した作品を評価することが多く、完成までの過程で表出する資

質・能力を評価することが難しい。評価の観点では「創造的な技能」

の評価に偏りがちであり、生徒も作品の出来ばえにばかりを注目しが

ちである。

□ 作品を完成させることだけを目標にするのではなく、生徒が主体的

に課題を発見し、問題解決を図ることができるようにするためには、

指導者がアイデアスケッチや構想を練る段階に形成的評価を行いなが

ら、授業改善をすすめる必要がある。

□【観点別評価について】これまで生徒の成果物を見取るパフォーマン

ス評価を中心に行ってきた美術、工芸科では、４観点から３観点に変

わったことのみによる課題はない。ただし、それぞれの観点をバランス

よく見取れているか、見取る評価材料が真に見取るべき内容を表出して

いるか、改めて検証が必要である。

「主体性」を引き出す授業づくりをする上での課題

芸 術
美 術

1

観点 評価の考え方 美術、工芸科として
何を評価するか

知識

技能

学習の過程を通した知識及び
技能の習得状況について評価
をする。
既習の知識及び技能と関連付
けたり活用したりする中で、
他の学習や生活の場面でも活
用できる程度に概念等を理解
したり、技能を習得したりし
ているかを評価する。

●造形的な見方を豊かに
する知識
●創造的に表す技能

思考
・
判断
・
表現

知識及び技能を活用して課題
を解決する等のために必要な
思考力、判断力、表現力等を
身に付けているかどうか評価
する。

●発想や構想に関する資
質・能力
●鑑賞に関する資質・能
力

主体的

に学習

に取り

組む態

度

知識及び技能を獲得したり、
思考力、判断力、表現力等を
身に付けたりするために、自
らの学習状況を把握し、学習
の進め方について試行錯誤す
るなど自らの学習を調整しな
がら学ぼうとしているかどう
かという意思的な側面を評価
する。

●自らの学習状況を把握
し、自己調整しながら、
粘り強く取り組もうとす
る態度。

ポイント

それぞれの観点をバランスよく見取る



□ 題材に入る前に評価の計画を考え、形成的評価と総括的評価を指導の計

画に位置付け、明確にしておくこと。

→完成作品のみに注目するのではなく、生徒がどのように主体的に取り組

み、何について考えたか、思考にどのような量・質の変化がおこり、作品

にどのように生かされたか、制作の過程であらわれる資質・能力を指導者

がしっかり見取れる。

□ 完成作品の出来ばえだけでなく、思考の過程を見取るための判断基準で

あるルーブリック表（評価ABC）を事前に作成し、生徒とも共有すること。

→その題材で何について考え、何ができるようになったらよいのかを指導

者と生徒が明確に理解でき、作品の出来ばえばかりにとらわれることなく、

主体的に取り組める。

□ 目標を達成するために効果的に働くワークシートを作成すること。特に何

について考えたらよいのか分かるように問いを工夫すること。

→制作における技能面ばかりでなく、問題解決にむけての思考の過程も大

切にできる。

上記課題を解決するために必要だと考えられること

芸 術
美 術

2

美術教育は「美術
の教育」ではなく、
「美術を通した教
育」であることを
再認識しよう。

作品を完成させることだ
けが目的ではない。
何を考えたか。その課題
の解決のために、どうし
たか、問題解決の過程も
大事。

形成的評価はタイミン
グが大事。その後の制
作に影響することがな
いようなら、意味がな
いなあ。

形成的評価と総括
的評価が曖昧なま
まだと、評価する
ものが多すぎて、
評価疲れをおこし
そう。



●府立高校 １年生の実践事例

芸 術
美 術

3

課題解決に向けた具体的な実践例

目標の実現状況を見取れる材料は何か、形成
的評価と総括的評価を明確に位置づけて、記
録に残す評価を精選している。
そのため、３、４時では、記録に残す評価は
せず、形成的に評価し、指導することに集中
している。

作品の仕上がりに大きく影響するアイデアス
ケッチをここで見取り、目標に達していない評
価Ｃの生徒に本制作に入る前に積極的にアドバ
イスする。

プレゼンシートで制作を振り返り、何を
考え、どのように解決したのか、自分の
思考の変化と制作の過程についてしっか
り振り返る機会を設ける。

相互鑑賞によって、他者の見方・考え方
から新しい気づきにつなげる。

省略



Ａ Ｂ Ｃ

振り返りシートで自
分の活動を客観的に
振り返り、自分の作
品を言語化して表現
しようとしている。
さらに、他者の作品
から良さを見取り、
自分へフィードバッ
クするように取り組
んでいる。

振り返りシートで
自分の活動を客観
的に振り返り、自
分の作品を言語化
して表現している。

Ｂを満たし
ていない。 芸 術

美 術

4

ワークシートの工夫例１

右の「学びに向かう力、人間性等」に関する
目標の 達成度合いを測るために、有効な問い
を設定する。

見取りたい内容が表出するような問いの工夫 「わたしのトリセツ」評価の具体例

↓目標の達成度合いをどうはかるか（ものさし）

他者の見方・考
え方も参考にし
て新しい視点で
自分の作品を捉
えなおす機会を
設ける。

「主体的に学習に取り組む態度」のひとつの評価規準
振り返りシートで自分の活動を客観的に振り返り、自分の
作品を言語化して表現しようとしている。

（振り返りシートより抜粋）
質問３：相互鑑賞した後、自分の作品を改めて見て、もっと良くするにはど
うしたらいいと思いますか。

【学びに向かう力、人間性等に関する題材の目標】
① 相互鑑賞レポートで、主体的に他者の作品の内容や

良さを感じ取り、作者の意図や表現の工夫などにつ
いて考える鑑賞の創造活動に取り組むこと。

② 振り返りシートで自分の活動を客観的に振り返り、
自分の作品を言語化して表現すること。

判断基準



芸 術
美 術

5

ワークシートの工夫例２

何について考えたらいいのか、何ができるようになったら
いいのか、意識できるような問いを設定する。

題材の目標を達成するために効果的に働くための問いの工夫

学習のプロセスを見取る

生徒のよさを見取る

効果的、効率的に評価する

問題解決的思考力を見取る観点も大切

美術、工芸科における評価の基本的な考え方

Ａ表現とＢ鑑賞を相互に関連付け
て主体的で深い学びへ導く



作品の出来ばえ？

芸 術
美 術

6

ワークシートの工夫例３

指導者が、授業観察で見取れていなかったことを
本人の記述により表出させる問いを設定する。

「主体的に学習に取り組む態度」を評価するための工夫

多様な評価方法
から目標に応じ
て最適を選択！

ワークシートの記述？授業観察？

積極的に質問・
発言しているか？

説明などポイントをメモ
している、等

試行錯誤を繰り返している？鑑賞レポート？

その題材で、自らの学習状況を把握し、自己
調整しながら、粘り強く取り組もうとする姿
とは？

造形に関する基礎基本を主体的に身に付けよ
うとし、目標に向けて努力する姿とは？



振り返りを効果的なものにするため

にも、自身の作品と向き合う時間を
しっかり確保することが重要。

ワークシートの問い：
次に制作するとき、今
回学んだことをどのよ
うに活かしますか。

ワークシート記述：
実物よりも大きく描く
ことを意識するのと、
明るいところと暗いと
ころの差をはっきり描
くようにしようと思い
ます。立体感があまり
表現できなかったので、
線の向き、色の変化、
濃さに気をつけます。

芸 術
美 術

7

自身の振り返りが以降の題材で生かされた例
振り返りでの気づきが生かされた例

デッサンの学習を終えて

デッサンでの学びを

生かして、明暗や線の
向き、濃さを意識した
作品を主体的に制作す
ることができた。

相互鑑賞で他者の意見から気づきが

あったり、他者の作品を鑑賞して発見
することも重要。

ワークシートの工夫例４



「美術の教育」ではなく、
「美術を通した教育」の視点で

見直してみよう！

■課題の解決に向けて

・事前に評価計画を立てることが重要である。特に形成的評価はタイミングをのがし

ては効果がない。

・生徒の資質・能力を伸ばすためには、生徒自身が気づき、自身の制作過程を整理す

る時間、振り返りが有効である。ただし、何について考え、できるようになったら

いいのか、など、その題材での学習のポイントが明確になっていないと効果的に働

かない。そのため、ワークシートの問いは、題材のねらいに応じて、吟味したもの

でなければならない。

・評価について、学期ごとの総括的評価だけだと、それぞれの題材の目標の達成度合

いが、どうだったのか、評価の具体がわかりにくい。成果についてはタイムリーに

伝えていくことが必要である。

■今後さらに検討すべきこと

➀ 「おおむね満足である状況（Ｂ）」に幅があるため、生徒自身が自分がどの位置

にあるのかを自覚しにくい。教員間でも共有することが難しい。

② 目標を明確にするために、事前に示す判断基準（ＡＢＣ）について、その内容の

達成ばかりにとらわれてしまい、自由に発想し、表現する独創性が発揮できない生

徒もいる。評価のための制作におちいる危険性がある。「もっと自由に絵が描きた

い」という生徒の声もあった。判断基準を事前に示すことに難しさがある。

生徒の成果物や実践の振り返りから
考えられること

芸 術
美 術

8

学習評価を、学習指導の
「ＰＤＣＡサイクル」に位置付け、

授業改善につなげていこう！

指導と評価の一体化



外国語科における生徒の「主体性」を引き出す授業づくりに向けたリーフレット

□ ４技能５領域をバランスよく育成することが求められる中、精読や問題演

習等の「読むこと」が大部分を占めている。

□ グローバル化が急速に発展する中、生涯にわたる様々な場面で外国語を用

いてコミュニケーションを取ることが想定されるが、「やり取り」や「即

興性」の要素を含む言語活動が十分に実施できていない。

□ 読んだことについて意見を述べ合うなど複数の領域を結び付けた言語活動

が十分に行われていない。

「主体性」を引き出す授業づくりをする上での課題

外国語

1

外国語における

育成をめざす

３つの資質・能力



□ 「知識及び技能」を実際のコミュニケーションの場面において活用し、

考えを形成・深化させ、話したり書いたりして表現することを繰り返

すこと。

□ 生徒が興味をもって取り組める言語活動を段階的に取り入れたり、自

己表現活動を工夫したりするなど、様々な手立てを講じること。

□ 即興でやり取りする場面において、相手の理解を確かめながら話した

り、相手が言ったことを共感的に受け止める言葉を返しながら聞いた

りするように意識させること。

□ 授業等での言語活動を通して、自分にどのような力が欠けているか、

どのような学習が更に必要かなどを自ら考え、それぞれが授業での言

語活動を充実させるための努力を授業外でも続けようとする自律的な

態度を育むようなしかけをすること。

上記課題を解決するために必要だと考えられること

外国語

2

①聞き手に合わせて話す速度や情報量を調整

②読み手に合わせて使用する語句や文、情報量を調整

③話し手に使用する語句や会話、発表の仕方を提示

④書き手に書く際に有用な語彙や表現などを提示

＜実際のコミュニケーションの場面において活用する際のポイント＞



● 課題解決に向けて教科として話し合ったこと

□ 「スモールトーク」等で特定の話題や語句等について、生徒が即興で自

分の考え等を話す場面を設定することで、コミュニケーション能力が向

上するのではないか。

□ 予習状況を確認する際に、生徒が前向きに学ぶことができるようなフィ

ードバックをするとともに、スタンプ等を活用して学習状況を可視化す

ることで、メタ的に学習状況を捉えられるのではないか。

□ 予習を単語の意味調べや日本語訳だけで完結させるのではなく、本文の

内容に関する追加情報を調べることで、探究的な要素を入れられるので

はないか。

□ 「主体的・対話的で深い学び」を実現するために教員と生徒、生徒と生

徒のインターラクションを充実させることで、協働的な学びが促進する

のではないか。

□ 教員がモデルとなって英語を使用するとともに、生徒の発話に対して適

切なリキャストを行うこと等により、英語学習のモチベーションが向上

するのではないか。

課題解決に向けた具体的な実践例

外国語

3

○特定の話題について、その場で即興で
自分の考えを相手に伝えたり、相手の
話す内容について質問したりすること
で国際社会で求められる英語力の向上
が期待できる。

○毎時間、授業の帯活動として継続する
ことで、授業中に英語を話す雰囲気作
りに効果的である。

英文の
本文訳

単語調べ

英文のタイトル
やTrue or 

False、内容一
致の問題等

本文に関連した
内容の追加情報



●ある府立高校の実践事例

単元の指導と評価の計画

科目名：英語理解（２年）

単元名：Selective Breeding－How man’s best friends were created－

１ 単元の目標

（１）社会的な話題である「犬の品種改良の長所と短所」に関する説明を読んだり聞

いたりして、必要な情報や考えなどを理解したり、概要や要点、詳細を目的に

応じて捉えることができる。

（２）社会的な話題である「犬の品種改良の長所と短所」に関する理解を基に、多様

な語句や文を用いて、情報や考えなどを詳しく伝えることができる。

（３）社会的な話題である「犬の品種改良の長所と短所」に関する背景知識や語彙・

文法事項などの学習に主体的に取り組むことができる。また、学習内容や小テ

スト等の結果に応じて自己の学習を調整することができる。

２ 単元の評価規準

外国語

4

知識・技能【ａ】 思考・判断・表現【ｂ】
主体的に学習に取り組む態度

【ｃ】

犬の品種改良の長所と短所につ

いて、必要な情報や考えなどを

理解して、概要や要点、詳細を

捉えることができる。

犬の品種改良の長所と短所につ

いて、多様な語句や文を用いて、

情報や考えなどを伝えることが

できる。

犬の品種改良の長所と短所につ

いて、多様な語句や文を用いて、

情報や考えなどを伝えようとし

ている。

本文の内容を理解することがゴールではなく、学習

した題材に関する語句や表現等を実際に活用するこ

とが重要。

本文に記された情報だけでなく、「自分の意見や考

えを伝えられるようになって欲しい。」という育て

たい生徒の姿を記載することにより、単元計画を立

てる際に、各時で身に付けておくべき英語運用能力

を明確にする。



３ 単元の指導と評価の計画（全６時間）

＊「知識・技能」と「思考・判断・表現」の観点における総括的評価は、定期考査においても行う。

＊「主体的に学習に取り組む態度」の観点における総括的評価は、小テストや予習、週末課題、振り返りなどへの取組み

をもとに行う。

外国語

5

時間 学習内容
主な評価規準
（評価方法）

第１時
第２時

Lesson 7 Part 1: Why can you say

dogs are an invaluable part of human

society?

犬と人間とのかかわりについて理解する。

【a】（小テスト）

犬の品種改良の長所と短所について、必要な情報や

考えなどを理解している。

第３時

Lesson 7 Part 2: What are the

purposes of selective breeding?

犬の品種改良の利点について理解する。

【b】（週末課題）

犬の品種改良の長所と短所について、多様な語句や

文を用いて、情報や考えなどを伝えることができる。

第４時
（本時）

Lesson 7 Part 3: What do many people

think about pit bulls?

犬の品種改良の欠点について理解する。

【a】（小テスト）

犬の品種改良の長所と短所について、必要な情報や

考えなどを理解している。

第５時

Lesson 7 Part 4: What can you say

about the relationship between dogs

and humans?

品種改良の是非について議論する。

【a】（小テスト）

犬の品種改良の長所と短所について、必要な情報や

考えなどを理解している。

第６時

Lesson 7 Part 4 B: What can you say

about the relationship between dogs

and humans?

品種改良の是非について議論する。

【b】（週末課題）

犬の品種改良の長所と短所について、多様な語句や

文を用いて、情報や考えなどを伝えることができる。

【c】（振り返り）

犬の品種改良の長所と短所について、多様な語句や

文を用いて、情報や考えなどを伝えようとしている。

第６時に品種改良の是非について議論

することができるように、背景となる

知識を豊かにさせるとともに、賛成・

反対やその理由を伝える表現方法を提

示する。

学んだ内容を踏まえ、アウトプットす

る場面を設定することで、生徒の英語

運用能力の向上の状況を見取り、形成

的評価を行う。

第６時で求められる力を発揮すること

ができるように、何のために、なぜ本

文を読むのかの動機付けを前時までに

十分に行っておく。また、どこまでで

きていれば、「十分満足できる状況

【A】」または「おおむね満足できる

状況【B】」なのかを想定しておく。



４ 第４時の展開

（１）本時の目標

・前時の内容「犬の品種改良の利点」について、本文に書かれた情報や自分の考えを英語で表現す

ることができる。

・本時の内容「犬の品種改良の欠点」について理解することができる。また、「犬の品種改良の欠

点」の文章を聞き手に伝わる英語で音読することができる。

（２）本時の評価規準

・授業の予習に主体的に取り組んでいる。

・前時の内容について、本文に書かれた情報や自分の意見を英語で表現している。

・本時の内容について、本文の語彙、文法事項、構文分析に基づき理解している。

（３）本時の学習過程

外国語

6

時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点
評価規準

（評価方法）

10分

導 入

あいさつ＆スモールトーク ［2 min］

小テスト（単語） ［6 min］
・Lesson 7の新出単語を中心とした単語テス
トに取り組み、その場で解答を確認する。

Answer Check [2 min]
・Lesson 7 Part 3の予習で解答した答えを
フォームに入力し、クラス全体で解答の傾
向を確認する。

ペアでの積極的な英語の発話を促す。

クロームブック（クラスルーム）を活用した
小テスト。

小テストを実施している間に机間指導をして
予習状況を確認する。主体的な取組みは予習
したノートにスタンプを押すなどして積極的
に褒める。生徒の予習内容で授業で紹介でき
る内容があれば授業に組み込む。

前時の内容で
扱った単語等に
ついて理解して
いる。（小テス
ト）

15分

展開１

Review (Part 2)
1. Picture Guessing (3 min)
・前回の授業で扱った新出単語を中心に４語
ずつ、相手に伝わるように英語で説明する。

2. Review Questions (12 min)
・前回の授業で扱った長文に関する内容理解
問題を英問英答形式で解答する。

間違いを恐れずに主体的に英語を話すように
促す。正解に応じて、スタンプを押すなどし
て積極的に褒める。ジェスチャーに頼りすぎ
ないように留意させる。

グループでの対話的・協働的な学びを促す。
指名が特定の生徒に偏らないように留意する。

前時の内容につ
いて、本文に書
かれた情報や自
分の意見を英語
で表現している。
（机間指導等）

生徒が英語でコミュニケーションを取

ろうとする雰囲気づくりをするために、

多様な言語活動をスモールステップで

取り組むことができるように工夫をし

た。

（例）

○ペアでの活動

前時の新出単語を交互に説明し合

い、その単語を推測する言語活動

○グループでの活動

前時の英文の内容の質問に４人１

グループで回答を協議し、全ての人

が発言する機会を確保する言語活動



外国語
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時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点
評価規準

（評価方法）

35分

展開２

Reading Practice (Part 3)

1. Listening Comprehension [5 min]
・音声を聞いてメモを取る。自分の理解した内容を
ペアで確認する。１回めは全体の概要を掴む、２
回めは詳細を理解することを意識する。

2. VocaBuilding [5 min]
・新出単語の音声を確認しながら口に出して練習す
る。語彙の使い方や語源・同義語・対義語などの
解説を聞きながら語彙に関する知識を拡げる。

3. Ondoku Practice [5 min] 
・チャンクごとで長めのポーズが置かれた英文を聞
いて、チャンクごとにリピートする。スラッシュ
で英文を区切りながら意味のカタマリを確認する。

・ペアで交互に英文を音読する。

4. Reading Comprehension [15 min]
・`本文にある1文1文の文構造や文法事項をスライ
ドを見ながら確認していく。

・文の構造を正確に理解し精読力をつける。

5. Answer Check [5 min]
・ペアでそれぞれの選択肢を吟味し、解答の根拠や
疑問点を明確にする。

・スライドを見ながら予習の答え合わせを行う。

ペアでの対話を通じて自分が聞き
取れていない箇所を明確にし、理
解を深める。

注意すべき発音・アクセントに関
してはマーカーをしながら意識さ
せる。

対話的な学びを促すために、様々
な観点から発問や問いかけをする。
ペアワークを通じて本文内容の深
い理解につなげる。

予習のAnswer Checkで正解率の低
かった問題はペアで考えさせる。

５分

まとめ

Ondoku Practice
・チャンクごとで短めのポーズが置かれた英文を聞
いて、チャンクごとに英文をリピートする。

・文字が消えていくスライドを見ながら、英文を音
読する。

・ペアで背中合わせになり、交互に英文を音読する。

スライドの文字が見えづらい生徒
に関しては、冊子を音読するよう
に伝える。
ゲーム感覚で楽しく音読に取り組
ませる。
相手に伝わるような音量・発音を
意識させる。

本時の内容につい
て、本文の語彙、
文法事項、構文分
析に基づき理解し
ている。（机間指
導等）

教員の一方的な説明にならないように、

生徒へテンポよく多様な質問をし、生

徒とやり取りをしながら、語彙の働き

や使用場面を意識させることに留意し

た。

授業冒頭に生徒がフォームで回答した

本文の内容一致問題について、全体の

回答状況から教員が改めて生徒へ考え

を深めて欲しい部分を示し、ペアで授

業前後の考えの変容を協議した。

互いの考えを
比較する

＜対話的な学び＞

思考して
問い続ける

＜深い学び＞



実践の振り返りから考えられること

外国語
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声量

アイコンタクト

ジェスチャー

質問

相手意識
□ 外国語において、主体性で重要となることは『相手意識』を持ってコミュニ

ケーションを取ることである。例えば、「スモールトーク」の場面で、話し手

は相手に伝わる適切な声量やアイコンタクト、ジェスチャー等を意識する必要

があり、聞き手は相手の話したことに適切に相槌を打ったり、復唱や言い換え、

質問をしたりすることが『相手意識』を意識した言語活動になると考えられる。

□ 授業を実際のコミュニケーションの場面とするためには、教員が英語を使用

するモデルとなるとともに、授業中に生徒が英語を話しやすい雰囲気づくりと

話すために必要な支援を行うことが求められる。例えば、前時の復習を行う際

に、教員の英語の質問に対してグループ単位で回答を考えるとともに、どの生

徒も発言する機会があるようしかけをすることにより、英語を話すことにあま

り自信が持てない生徒も同じグループのメンバーの協力を得ながら協働的に学

ぶことが可能となると考えられる。

□ 学んだことをアウトプットすることが重要である。自分で表現したり他者の

意見を聞いたりする過程で理解が深まり、英語でコミュニケーションを取るお

もしろさや達成感を実感することができる。そのことが主体的で自律的な学習

者を育成につながると考えられるので、何のためにコミュニケーションを取る

のか、生徒にとって意味あるものとしていく工夫やしかけが必要となる。

相槌 復唱 言い換え



家庭科における生徒の「主体性」を
引き出す授業づくりに向けたリーフレット

① 生活における課題を発見し、その解決策を考える機会を設定するが、
日常生活に不便さを感じることが少ないこともあり、生徒自身で課題を
見つけにくい。

② 従前から毎回の授業で課題を課し、そこから主体性を見取ってきたが、
そもそも生徒が「主体性」を発揮した姿がどのようなものかを十分にイ
メージできていない。

「主体性」を引き出す授業づくりをする上での課題

1

家 庭

採点業務や校務が
多忙で、落ち着い
て考える時間がな
かなかとれない！

めざす像とは…？
それをどうやって
評価しようか！？

校内で教科の
悩みを共有で
きる人が少な
い…

家庭科、技術・家庭科家庭分野においては、普段の生活
や社会に出て役立つ、将来生きていく上で重要であるな
ど、児童生徒の学習への関心や有用性が高いなどの成果
が見られる。一方、（中略）家族の一員として協力する
ことへの関心が低いこと、家族や地域の人々と関わるこ
と、家庭での実践や社会に参画することが十分でないこ
となどに課題が見られる。

「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指
導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）（中教審第197
号）平成28年12月21日（一部抜粋）」より

実習や実験の準備
後片付け、予備実
習や安全確認の時
間が取れない！！

便利で快適な生活
の中で、生徒は不
便さを感じていな
い…

学習指導要領では原
則 ５ /10 以 上 の 実
習・実験に配当と
なっているけれど…



□ 生徒が学習を自分事と感じられるような問いかけをしたり、考えるヒ
ントを投げかけたりすること。

□ 授業において、社会で起こっている事象を積極的に話題にあげること。
また他教科の教員や学年団の教員とコミュニケーションをとり、様々
な場面で社会的事象を取り上げ、生徒が社会に関心を持てるようにす
ること。

□ 学校だけで生徒の学習を育成しようと考えるのではなく、保護者等と
コミュニケーションをとる必要がある課題を課すなどにより、実生活
での課題や現状を知るきっかけを作ること。

□ 学びのハブとして、様々な教科・科目と連携した授業実践を行うこと。

□ 単元における「本質的な問い」や、家庭科がめざす「自立とは何か」
を明確にし、問いを解決したときに身に付けていてほしい資質・能力
を考えること。

家 庭

生徒にとって、
身近で役に立っ
て、興味を持つ
ような題材・課
題は何だろう？

この到達目標は
適切かな？

自立に必要な
ことは何だろ
う？

目標へ到達する
には何が必要だ
ろう？

2

上記課題を解決するために必要だと考えられること



家 庭

「思考力、判断力、
表現力等」は、どう
したら育まれる？

3

どこまでの
「知識及び
技能」の定
着が必要？

生徒の主体性を発揮できる場面を設けるために

・まずは、到達目標を明確にすること

・次に単元終了時の到達イメージを生徒と共有すること

・そのうえで、下表のような学習過程を踏んでいくこと

「学びに向かう力、
人間性等」はどのよ
うな姿が見られるよ
うになることをゴー
ルとするか？



● 課題解決に向けて教科として取り組んだこと

① 家庭科における指導と評価の一体化

課題解決に向けた具体的な実践例

4

家 庭

単元の評価規準

知識・技能
【知】

思考・判断・表現
【思】

主体的に学習に取り組む態度
【主】

1，事例研究などを通して、

家族や家庭の在り方につ

いて検討する技術を身に

付けている。

2，生涯発達の視点から、

家族・家庭の意義,社会と

の関わりなどについて理

解し、人の一生の課題と

して捉えるための知識を

身に付けている。

1，家族・家庭と社会との関わり

についての課題を見出すこと

ができる。

2，家族・家庭に関する情報から、

それらが抱える問題について

積極的な解決をめざし考える

ことができる。

3，自分の意見やグループでの協

議したことを文字、イラスト、

表、グラフ、ロールプレイな

ど様々 な手法を用いて表現す

ることができる。

1，家族・家庭の意義や役割、

男女の平等と相互の協力など

について関心を持ち、意欲的

に学習に取り組もうとしてい

る。

2，与えられた課題について、

自分の意見を共有することで、

深めようとしている。

3，自分の取組みを振り返り、

課題に取り組んだ後に自分の

変容に気づこうとしている。

府立貝塚高等学校における実践
単元：「ささえあって生きる」

この単元を通し
て「家族・家庭
の在り方や社会
との関りなど、
柔軟な考えがで
きる生徒になっ
てほしい！」と
いう思いを込め
た目標に対する
評価の規準を考
えます。

単元の目標を達
成するためには、
どんな仕掛けや
題材の設定が適
切か考えます。

多様な学びの提供
例えば… ・ワークショップ、実験実習

・外部講師とのコラボ授業など
授業形態に取り入れる

・発表の機会を多く設定
（個人・グループを問わず）

・ダイアログ（対話）の手法を
取り入れた授業展開の実施

↓
試行錯誤すること、取組みや振り返り
の深まりに繋がる

振り返る機会の設定
例えば… ・毎時間、少しでも振り返りの

時間を設ける
・振り返りの方法の練習にする
・浅いテーマから深いテーマへ
進められる

・自己評価＋相互評価も行える
・対話を通した振り返りで
客観性などの柔軟さや深みが
出てくる

↓
次の授業への取組みやパフォーマンス
課題への取組みにも好影響が出る



5

家 庭

② ワークシートの活用

パフォーマンス課題に向けたワークシート（ライフプラン）

課題を解決するため
に試行錯誤した過程
を振り返られるよう
にした。

学んでいることと、
今の自分とのつな
がりを考えられる
ように設計した。各項目の関係を生徒

が自ら見いだせるよ
うに並べて比べられ
るようにした。

このワークシート自体も総括的評価の
場面とすることも可能。今までの学習
内容を活用して探究活動に取り組むこ
とができているかについて、見取りま
す。

・普段のワークシートとは別に、これ
までの単元の学びをいったん確認する
課題として設計します。

・１回１回の授業がどうつながってい
るかが分かるような工夫をします。

・普段のワークシートとまとめの
ワークシートの役割の違いを意識
します。

・普段のワークシートは、形成的評
価に徹します。生徒にとって、
ワークシートの書き方、考え方の
練習となります。

・普段のワークシートでは、教員が
生徒の理解度を把握して、フィー
ドバックやアドバイスを行います。



① ルール

・スタート、ゴール以外で、

ライフイベントが書かれたマスを20マス以上つくる。

・スタートは高校入学とする。

・ゴールは何歳でも良い。

・マスの書き方は下の＜例＞を参考にしてもよい。

＜例＞

マスに書く内容

◎年齢

◎ライフイベントの内容

◎プレイヤーに対する指示

・スタートからゴールへの道筋は自由とする。

・各マスの形も自由とする。

・イラストを描く、色を塗る等自由に工夫する。 家 庭
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パフォーマンス課題（人生すごろく） 課題を作品に
するために試
行錯誤した様
子を見取れる
ようにした。

なぜこのイベ
ントが必要な
のかを考えら
れるようにし
た。

30歳
結婚する
みんなから祝福されて
２つ進む

45歳
通勤途中に事故に遭う
１回休み

試行錯誤した過
程を見取れるよ
うにした。

●生徒は今までの学習内容を再
整理し、再構成する

効果としては…
・振り返ることで再整理できる
・積極的に自身の今後の生き方
や在り方を考えられる

・これまでの気づき（主体的な
活動を促すための仕掛けで
の）を反映することができる

↓
生徒自身の深まりや考えを問い
直す「学びを調整する力」や
ゲームを面白くするために何度
も考え直す「粘り強さ」につな
がる

教員の見取りは…
・仕掛けと課題の取組の統合の
確認ができる

・振り返りに深まりやゴールに
厚みがあるか確認ができる

・最初の問いかけから変容が確
認できる



形成的評価 総括的評価

総括的評価と形成的評価の両方

7

生徒の成果物や実践の振り返りから
考えられること

形成的評価

必要最低限な、
良いタイミング
での総括的評価

毎時間ごとの
総括的評価や形成的評価

まとめるステップを踏ん
でいる単元の山場やパ
フォーマンス課題の総括
的評価

スモールステップで進ん
できた内容を多く振り返
る必要のある単元の山場
やパフォーマンス課題の
総括的評価

家 庭
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【従来の単元の進め方】
スモールから大きなパフォーマンスへ進む形式
・最後にいきなり大ジャンプが必要となる
・スモールも総括的評価の材料としてきたため評価疲れを起こす

【今後の単元の進め方】
中間にこれまでの単元を振り返る機会をもつ形式
・まとめる練習の機会があり、ステップの差が小さい
・普段は形式的評価に徹して、総括的評価の場面を
少なくして指導に専念する

・生徒の理解度が授業毎に分かり、
つまずきに気づくことができる

・最終的な目標像へ生徒自身が変
容する過程や、学びを統合する
機会がない

・精選された総括的評価の計画
により、学びを統合する機会が
持てる

・単元の山場へのステップの練
習となり、振り返りやすくなる

・変容の見取りも容易になる

□ 単元の進め方の再検討



家 庭
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取り
組む

共有
する

気付く

調整
する

粘り
強さ

変容

他者との意見交
流を通して、自
身の不十分な点
や矛盾点に気付
くことで「粘り
強さ」、「学び
を調整する力」
が現れる

●今後の課題
グループで行う題材や課題の場合は…
グループ単位で表れた成果の中で、個人のパフォーマンス
をどのように引き出すか、そのパフォーマンスをどのよう
に見取ることができるかについても、今後検討する必要が
ある。

思考力、表現力、判断力が育ちながら
自立へ向かう主体性も育成される

□ パフォーマンス課題の設定と活用
・パフォーマンス課題の中で「主体的に取組む態度」も見取る
・そこに至るまでの単元の構成を検討

見取る内容は…
・「取り組むことができる力」、「共有し深めることができる力」、
「気づくことができる力」
・ワークシートでは、「自身の成長、変容」を見取る

□ 評価の視点の見直し
生徒が主体的に取組んだ過程や自立への視点を、

・「表現できるような課題になっているか」
・「興味を持って取り組んでいるか」
・「自立につながっているか」

↓
適切な支援につながる


